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魚津市橋梁長寿命化修繕計画見直し業務委託                                                                                                              報告書概要版 

 

< §1. 計 画 概 要 >    

1.橋梁長寿命化修繕計画策定の目的                                                                                      

本計画は、魚津市が管理する橋梁239橋のうち129橋を対象に、今後老朽化が予想される橋梁の維持管理費用の縮減を図

るために、予防的な維持・補修による施設の長寿命化やライフサイクルコスト（以下、LCC）の最小化、事業費も平準化を目

的に策定するものである。 

 

2.計画策定基本フロー                                                                             

橋梁長寿命化修繕計画の策定においては、管理橋梁の状態の把握や補修時期および補修工法、費用の検討のために、個々

の橋梁を評価する方法を定める必要がある。滑川市では、初回計画で考え方が整理されている一方で、他自治体で計画の見

直しがされつつあることから、滑川市における考え方を再整理する。 

図1.2.1に長寿命化修繕計画の策定における基本フローを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1.2.1 橋梁長寿命化修繕計画の策定における基本フロー 

 

 

 

 

 

 

 

3.計画策定対象橋梁の概要                                                                               

3-1.対象橋梁 

本計画の対象橋梁は表1.3.1に示す129橋とする。 

 

 

表1.3.1 対象橋梁一覧表 （橋長15m以上・48橋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・管理目標限界の設定

（※必要に応じて見直し）

・重要度の設定
（※必要に応じて見直し）

健全性Ⅳ ・部材毎の健全度算出
・橋梁の健全度算出

・必要に応じて健全性係数を考慮

（今回はⅠ：1.0,Ⅱ：0.7,Ⅲ：0.2）

・損傷度＝100－健全度

・損傷度×α＋重要度×β【最大１００点】
（今回はα：0.8,β：0.2とし、α＋β＝1.0となるように設定）

・LCC最小化

・予算平準化

・今回は回帰分析によるy=5-ax
2
の曲線を作成

予算シミュレーション

補修単価の設定

橋梁点検

診断
健全性Ⅰ～Ⅲ

グルーピング

重要度評価

健全度の設定

計画策定

対策実施
５年サイクル

※今回該当無

優先順位算出

緊急対策

健全性との整合性評価

損傷度の算出

優先順位指標

劣化予測

計画（Plan）

・長寿命化修繕計画

評価（Check）

・効果の検証

実施（Do）

・点検、修繕

改善（Act）

・蓄積データの見直

PDCAサイクルの概念図

第１回有識者協議

第2回有識者協議

橋　梁　名 路　線　名 交差等 橋長（m） 点検 道路種別 緊急輸送路 補修工事実施 備考
1-1 宮津橋 慶野宮津線 角川 30 Level １点検 1級市道
1-2 宮津橋側道橋 慶野宮津線 角川 30 Level １点検 1級市道
1-3 出橋 出湯上線 角川 30 Level １点検 1級市道
1-4 月見橋 湯上浅生線 角川 29.1 Level １点検 1級市道
1-5 中畑橋 宮津大海寺新線 北陸自動車道 52.6 Level １点検 1級市道 H28
1-6 東城橋 東城線 片貝川 90 Level １点検 1級市道 H29
1-7 中陣橋 小川寺中陣線 布施川 19.1 Level １点検 1級市道
1-8 北鬼江跨線橋 吉島中川側線 あいの風・地鉄線路 149.5 Level １点検 1級市道
1-9 湯橋 金山谷有山線 角川 24.9 Level １点検 1級市道 H28
1-10 長九郎橋 出金山谷線 角川 21.4 Level １点検 2級市道
1-11 宮城橋 下椿鹿熊線 角川 22.7 Level １点検 2級市道 H26
1-12 布施谷橋 黒沢内生谷線 布施川 24 Level １点検 2級市道
1-13 上口橋 新角川上口線 角川 28.9 Level １点検 2級市道
1-14 住吉橋 大光寺住吉線 角川 35.6 Level １点検 2級市道
1-15 田地方橋 住吉１１号線 角川 35 Level １点検 その他市道
1-16 丸山橋 天神野新７号線 北陸自動車道 78 Level １点検 その他市道 H26
1-17 蛇田新橋 蛇田山田線 小川寺川 16.5 Level １点検 その他市道
1-18 布施川中橋 蛇田山田線 布施川 26.8 Level １点検 その他市道
1-19 天神西橋 天神野新１１号線 北陸自動車道 51.2 Level １点検 その他市道
1-20 蛇田五号橋 蛇田５号線 小川寺川 15.4 Level １点検 その他市道
1-21 蛇田八号橋 蛇田８号線 小川寺川 15.15 Level １点検 その他市道
1-22 小沢谷橋 南又線 小沢谷 30 Level １点検 その他市道
1-23 蛇石橋 南又線 南又谷 27 Level １点検 その他市道
1-24 大又橋 南又線 南又谷 25.3 Level １点検 その他市道
1-25 新土倉橋 南又線 南又谷 30.2 Level １点検 その他市道
1-26 彦三ェ門橋 東又線 東又谷 16.36 Level １点検 その他市道
1-27 下ノ谷橋 新川ヴィーラ線 国道８号歩道 28.3 Level １点検 その他市道
1-28 大門橋 本江上野方線 国道８号 37.96 Level １点検 その他市道
1-29 升田橋 吉野舛田線 北陸自動車道 72.8 Level １点検 その他市道
1-30 上野中橋 上野２号線 北陸自動車道 55.9 Level １点検 その他市道
1-31 宮橋 金山谷２号線 角川 18.2 Level １点検 その他市道
1-32 舟山橋 松倉小学校線 角川 23.1 Level １点検 その他市道
1-33 中島橋 鹿熊１号線 角川 23.3 Level １点検 その他市道 H26
1-34 次郎左橋 金山谷６号線 角川 18.1 Level １点検 その他市道
1-35 月形橋 有山２号線 早月川 234 Level １点検 その他市道
1-36 春日橋 春日線 渓流 18.1 Level １点検 その他市道
1-37 平沢橋 東蔵平沢線 片貝川 71.8 Level １点検 その他市道
1-38 湯上西橋 湯上６号線 北陸自動車道 52.5 Level １点検 その他市道
1-39 湯上東橋 湯上７号線 北陸自動車道 56 Level １点検 その他市道
1-40 布施川橋 布施川小川寺線 布施川 20.8 Level １点検 2級市道 第3次
1-41 横枕高架橋 横枕有山線 25.1 Level １点検 2級市道 第3次
1-42 石垣橋 横枕有山線 大座川 16.6 Level １点検 2級市道 第3次
1-43 新川宮津橋 横枕有山線 100 Level １点検 2級市道 第3次
1-44 新川湯上橋 横枕有山線 70 Level １点検 2級市道 第3次
1-45 新室田橋 横枕有山線 富川 16.7 Level １点検 2級市道 第3次
1-46 観音橋 横枕有山線 角川 24.8 Level １点検 2級市道 第3次
1-47 新川升田橋 横枕有山線 升田川 30 Level １点検 2級市道 第3次
1-48 東山橋 東山横枕線 片貝川 150.8 2級市道 第3次 もと県道
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魚津市橋梁長寿命化修繕計画見直し業務委託                                                                                                              報告書概要版 

 

表1.3.2 対象橋梁一覧表（橋長5m以上15m未満・81橋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋　梁　名 路　線　名 交差等 橋長（m） 点検 道路種別 緊急輸送路 補修工事実施 備考
2-1 慶野入川橋 慶野宮津線 入川 5.4 Level ２点検 1級市道
2-2 ほたるみ橋 金山谷北山線 富川 12 Level ２点検 1級市道
2-3 島尻坪野線 5 Level ２点検 1級市道
2-4 上本江墓園線 沌渡川 8.1 Level ２点検 1級市道
2-5 六郎丸印田線 鴨川 5.3 Level ２点検 1級市道
2-6 親子川橋 東城線 親子川 12.5 Level ２点検 1級市道
2-7 立石天神野新線 市道天神野新16号線 5.2 Level ２点検 1級市道
2-8 本江鴨川橋 魚津駅友道線 鴨川 9.3 Level ２点検 1級市道
2-9 中央橋 魚津中央線 鴨川 6.7 Level ２点検 1級市道 第3次
2-10 出金山谷線 升田川 9.6 Level ２点検 2級市道
2-11 石垣新大海寺野線 大座川 11.2 Level ２点検 2級市道
2-12 杉野印田線 鴨川 8.8 Level ２点検 2級市道
2-13 相木本江線 鴨川 10.5 Level ２点検 その他市道
2-14 平沢線 沌滝川 5.4 Level ２点検 2級市道
2-15 小川寺長引野線 小川寺川 9.2 Level ２点検 2級市道
2-16 小川寺長引野線 小川寺川 8.7 Level ２点検 2級市道
2-17 小川寺長引野線 小川寺川 9.6 Level ２点検 2級市道
2-18 小川寺長引野線 小川寺川 6.9 Level ２点検 2級市道
2-19 黒沢内生谷線 4.65 Level ２直営点検 2級市道
2-20 スギノ本江新町線 鴨川 5.4 Level ２点検 その他市道 H27
2-21 並木町西中線 鴨川 5.6 Level ２点検 その他市道
2-22 本江新町本江線 鴨川 5.6 Level ２点検 その他市道
2-23 本江１号線 鴨川 5.1 Level ２点検 その他市道
2-24 並木町６号線 鴨川 5.6 Level ２点検 その他市道
2-25 並木町７号線 鴨川 5.65 Level ２点検 その他市道
2-26 鴨川橋 文化町中央線 鴨川 7.2 Level ２点検 その他市道
2-27 ふれあい橋 鴨川町１号線 鴨川 6.75 Level ２点検 その他市道
2-28 鴨川高架下線 鴨川 5.5 Level ２点検 その他市道
2-29 餌指橋 本町１号線 鴨川 8.9 Level ２点検 その他市道
2-30 住吉１６号線 欠番
2-31 経田漁港３号線 赤川 6.3 Level １点検 その他市道 H27
2-32 経田漁港線 赤川 5.6 Level １点検 その他市道
2-33 晴海ヶ丘１号線 鴨川 6.6 Level ２点検 その他市道
2-34 六郎丸９号線 中川用水 5 Level ２点検 その他市道
2-35 横枕１号線 5 Level ２点検 その他市道
2-36 吉島１２号線 中川用水 5.4 Level ２点検 その他市道
2-37 六郎丸２０号線 鴨川 5.7 Level ２点検 その他市道
2-38 蛇田２号線 小川寺川 14.1 Level １点検 その他市道
2-39 蛇田橋 蛇田山田線 20.9 Level ２点検 その他市道
2-40 蛇田山田線 20.3 Level ２点検 その他市道
2-41 東尾崎１４号線 欠番
2-42 蛇田４号線 小川寺川 13.4 Level ２点検 その他市道
2-43 蛇田６号線 小川寺川 13 Level ２点検 その他市道
2-44 蛇田７号線 小川寺川 13.1 Level ２点検 その他市道
2-45 小川寺４号線 小川寺川 14.2 Level ２点検 その他市道
2-46 東尾崎長引野線 小川寺川 13.6 Level ２点検 その他市道
2-47 小川寺日尾線 小川寺川 11.5 Level ２点検 その他市道
2-48 小川寺１号線 小川寺川 11 Level ２点検 その他市道
2-49 東城８号線 親子川 8.5 Level ２点検 その他市道
2-50 東城１２号線 親子川 8.3 Level ２点検 その他市道
2-51 上本江大海寺野線 大座川 11 Level ２点検 その他市道
2-52 石垣新１０号線 大座川 7.5 Level ２点検 その他市道
2-53 石垣新１１号線 大座川 5.4 Level ２点検 その他市道
2-54 石垣３号線 大座川 11.8 Level ２点検 その他市道
2-55 大座川側線 9.7 - 欠番
2-56 上本江大座川側線 大座川 10.45 Level ２点検 その他市道
2-57 入川橋 住吉４号線 入川 11.6 Level ２点検 その他市道
2-58 住吉５号線 入川 12.6 Level ２点検 その他市道
2-59 下中島公民館線 入川 10.4 Level ２点検 その他市道
2-60 出４号線 小橋川 3.7 Level ２直営点検 その他市道
2-61 佐伯川原線 入川 9.4 Level ２点検 その他市道
2-62 佐伯３号線 入川 9.4 Level ２点検 その他市道
2-63 観音堂室田線 富川 11.4 Level ２点検 その他市道
2-64 稗畠１号線 8 Level ２点検 その他市道
2-65 坪野北山線 富川 6.6 Level ２点検 その他市道
2-66 鹿熊３号線 5 Level ２点検 その他市道
2-67 室田３号線 富川 10.6 Level ２点検 その他市道
2-68 金山谷稗畠２号線 富川 7.8 Level ２点検 その他市道
2-69 石垣７号線 大座川 13.8 Level ２点検 その他市道
2-70 下島尻橋 島尻石垣線 9.8 Level ２点検 その他市道
2-71 大光寺住吉線 坊田川 8.85 Level ２点検 2級市道
2-72 大光寺角川線 坊田川 9.5 Level ２点検 その他市道
2-73 新川ヴィーラ線 大座川 7.9 Level ２点検 その他市道
2-74 緑ヶ丘線 大座川 5.2 Level ２点検 2級市道
2-75 印田大海寺野線 大座川 4.3 Level ２直営点検 1級市道
2-76 慶野弥源寺線 入川 9.3 Level ２点検 その他市道
2-77 六郎丸４号線 中川用水 5 Level ２点検 その他市道
2-78 相生橋 鴨川町2号線 鴨川 7.4 Level ２点検 その他市道
2-79 吉島２２号線 中川用水 7.5 Level ２点検 その他市道
2-80 吉島２２号線 中川用水 3.4 Level ２点検 その他市道
2-81 布施川小川寺線 5.6 Level ２点検 2級市道 第3次
2-82 布施川小川寺線 5.6 Level ２点検 2級市道 第3次
2-83 横枕2号橋 横枕有山線 鴨川 14.7 Level ２点検 2級市道 第3次
2-84 黒谷東蔵線 佐部谷川 5.9 その他市道
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< §2. 対 象 橋 梁 の 現 状 把 握 >   

1.橋長・径間・橋種毎の橋梁数                                                                                        

対象橋梁の橋長は15m 未満の小規模橋梁が全体の63％(83 橋)を占める。【図2.1.1～2.1.2】径間数は1径間の橋梁が全

体の79％(106橋)を占める【図2.1.3～2.1.4】。また、75m以上の橋は全体の5％(6橋)を占め、3径間以上の橋は全体の10 

%(12橋)を占める。上部工はコンクリート橋が83％(111橋)を占め、次いで鋼橋が14％(18橋) 、BOXカルバートが2％(3

橋)、木橋が1％（1橋）を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2.1.1 橋長別橋梁数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2.1.2 橋長別橋梁数の比率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2.1.3 径間数別橋梁数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図2.1.5 上部工橋種別橋梁数の比率 
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2.架設年毎の橋梁数                                                                                      

対象橋梁は1960年代から1990年代に架設されており、架設年次が不明な橋は全体の59.4％(38橋)を占める。 

すでに50年以上経過している橋梁は全体の7.8％(5橋)を占めるが、20年後には全体の34.4%(22橋)を占めることとなる。

また、架設年次が不明な橋は架設から現在までの間に比較的年数が経過していると思われる橋が多く、今後急速に橋梁の高

齢化が進むこととなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※架設年が不明な橋は上図から除外した。       

図2.2.1 架設年次別橋梁数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2.2.2 経過年数別橋梁数の比率 

 

3.環境条件分布                                                                                        

対象橋梁の車道除雪路線の対象外は全体の37%(28橋)を占める。また、第1種は全体の40％(30橋)を占め、第2種は全

体の8%(6橋)を占め、第3種は全体の15%(11橋)を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※全体64橋のうち11橋は除雪道路種別が2種あるため、延べの橋梁数とする。 

図2.3.1 除雪道路種別橋梁数の比率 

 

対象橋梁の緊急通行確保路線に指定されていない橋梁は、全体の84%(54橋)を占める。第3次緊急通行確保路線は全体の

13%(8橋)を占め、次いで第2次緊急通行確保路線は全体の3%(2橋)を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2.3.3 緊急通行確保路線区分別橋梁数の比率 
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2.架設年毎の橋梁数                                                                                      

対象橋梁は1940年代から2000年代に架設されており、架設年次が不明な橋は全体の6％(8橋)を占める。 

すでに50年以上経過している橋梁は全体の24.8％(31 橋)を占めるが、20 年後には全体の78.4%(98 橋)を占めることとな

る。また、架設年次が不明な橋は架設から現在までの間に比較的年数が経過していると思われる橋が多く、今後急速に橋梁

の高齢化が進むこととなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※架設年が不明な橋は上図から除外した。       

図2.2.1 架設年次別橋梁数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2.2.2 経過年数別橋梁数の比率 

 

3.環境条件分布                                                                                        

対象橋梁の車道除雪路線対象外の橋梁は全体の20%(26橋)を占める。また、車道除雪路線対象の橋梁は第全体の80％(107

橋)を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2.3.1 除雪道路種別橋梁数の比率 

 

対象橋梁の緊急通行確保路線に指定されていない橋梁は、全体の90%(120 橋)を占める。第3次緊急通行確保路線は全体

の10%(13橋)を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2.3.2 緊急通行確保路線区分別橋梁数の比率 
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対象橋梁の路線種別は、その他市道が全体の65%(86橋)を占める。次いで、2級市道が全体の21%(28橋)を占め、1級市

道が全体の14%（第19橋）を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2.3.3 管理区分別橋梁数の比率 

 

 

対象橋梁の交差物は、河川が全体の85%(113橋)を占める。次いで、道路が全体の10%(14橋)、道路・河川が全体の4％(5

橋)、鉄道が全体の1％(1橋)を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2.3.4 交差条件別橋梁数の比率 

 

 

対象橋梁の海岸からの距離は、0.7km を超える橋梁が全体の 96%(128 橋)を占める。次いで 0.1 ㎞を超える橋梁が全体の

2％（3橋）、0.5kmを超える橋梁が全体の1%(1橋)、海上部及び海岸線から0.1kmまでの橋梁が全体の1%(1橋)を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2.3.5 海岸からの距離別橋梁数の比率 

 

対象橋梁でASRの疑いがある橋梁は、全体の8%(10橋)を占め、ASRの疑いがない橋梁は全体の92%(123橋)を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2.3.6 ASR疑いの有無別橋梁数の比率 
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< §3. 橋 梁 の グ ル ー ピ ン グ >    

1.グルーピングの目的                                                                          

 路線の用途・架橋条件などに応じた分類（グルーピング）を行い、グループの重要度に応じて管理目標を定めることで、

橋梁を効率的・効果的に管理することを目的とする。 

 

2.魚津市のグルーピング（過年度）                                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「魚津市橋梁長寿命化修繕計画策定業務委託,平成25年1月」より           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「魚津市橋梁長寿命化修繕計画策定業務委託,平成25年1月」より      
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出典：「魚津市橋梁長寿命化修繕計画策定業務委託,平成25年1月」より   
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3.魚津市のグルーピング（案）                                                                                      

3-1.対策区分と管理目標限界 

 （1）対策区分 

   対策の区分は健全度毎に表3.3.1のように区分する。 

 

表3.3.1 対策区分 

 

 

 （2）管理目標限界 

   管理する橋梁の健全度水準を管理目標と定義し、この目標限界値を下回らないように補修計画を策定する。補修区分

と管理目標限界の概念図を図3.3.1に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3.3.1 補修区分と管理目標限界 

 

 

 

 

 

 

 

3-2.グループと管理水準の定義 

   グループは4グループとし、Aが最も管理水準が高く、順次B、C、Dとする。なお、アルカリ骨材反応（以下、ASRと

称す。）が要因とされる損傷が確認された橋梁については劣化速度が速いことから、早急な対策の実施が重要となるた

め、グループの属性として“S”を付加し、管理水準を高めて補修を計画する。管理目標限界はA-S、A、B-Sで3、B、

C-Sで2、C、Dで1とする。グループDに関しては、管理目標限界1に達した段階で更新を検討する。グループ分類の

決定条件を表3.3.2に、グループ分類フローを図3.3.2に示す。 

表3.3.2 グループ分類条件 

 

 

図3.3.2 グループ分類フロー 
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平成30年度　魚津市橋梁長寿命化修繕計画見直し業務委託　グルーピング（案）

施設名

道路橋名

19 1-19 天神西橋 天神野新１１号線 - 道路 その他市道 700超 - 無 51.20 6.00 無 有 〇 A-S

42 1-42 石垣橋 横枕有山線 第3次 河川 2級市道 700超 - 有 16.64 9.50 無 有 〇 A-S

45 1-45 新室田橋 横枕有山線 第3次 河川 2級市道 700超 - 無 16.66 9.50 無 有 〇 A-S

40 1-40 布施川橋 布施川小川寺線 第3次 河川 2級市道 700超 - 有 41.45 9.50 無 有 〇 A-S

47 1-47 新川升田橋 横枕有山線 第3次 道路・河川 2級市道 700超 - 無 30.00 9.50 無 有 〇 A-S

5 1-5 中畑橋 宮津大海寺新線 - 道路 1級市道 700超 - 無 52.60 6.00 無 有 - A

28 1-28 大門橋 本江上野方線 - 道路 その他市道 700超 - 無 37.96 5.00 無 有 - A

41 1-41 横枕高架橋 横枕有山線 第3次 道路 2級市道 700超 - 無 25.08 9.50 無 有 - A

86 2-39 蛇田橋 蛇田山田線 - 道路・河川 その他市道 700超 - 無 20.90 7.50 有 有 - A

126 2-81 布施川小川寺線 第3次 道路 2級市道 700超 - 有 5.60 9.50 無 有 - A

8 1-8 北鬼江跨線橋 吉島中川側線 - 鉄道 1級市道 700超 - 無 149.50 7.00 無 有 - A

16 1-16 丸山橋 天神野新７号線 - 道路 その他市道 700超 - 無 78.00 5.50 無 有 - A

27 1-27 下ノ谷橋 新川ヴィーラ線 - 道路・河川 その他市道 700超 - 無 28.30 5.50 無 有 - A

29 1-29 升田橋 吉野舛田線 - 道路 その他市道 700超 - 無 72.80 7.50 無 無 - A

30 1-30 上野中橋 上野２号線 - 道路 その他市道 700超 - 無 55.90 5.00 無 有 - A

38 1-38 湯上西橋 湯上６号線 - 道路 その他市道 700超 - 無 52.50 6.00 有 有 - A

39 1-39 湯上東橋 湯上７号線 - 道路 その他市道 700超 - 無 56.00 6.00 無 無 - A

43 1-43 新川宮津橋 横枕有山線 第3次 河川 2級市道 700超 - 有 100.00 7.25 有 有 - A

44 1-44 新川湯上橋 横枕有山線 第3次 道路 2級市道 700超 - 有 70.00 9.50 無 有 - A

46 1-46 観音橋 横枕有山線 第3次 河川 2級市道 700超 - 有 24.78 9.50 無 有 - A

57 2-9 中央橋 魚津中央線 第3次 河川 1級市道 100超 Ⅰ 無 6.70 16.30 有 有 - A

87 2-40 蛇田山田線 - 道路・河川 その他市道 700超 - 無 20.30 7.00 有 有 - A

127 2-82 布施川小川寺線 第3次 道路 2級市道 700超 - 有 5.44 9.50 無 有 - A

128 2-83 横枕2号橋 横枕有山線 第3次 道路・河川 2級市道 700超 - 無 14.66 9.50 無 有 - A

48 1-48 東山橋 東山横枕線 第3次 河川 2級市道 700超 - 無 150.80 6.00 無 有 - A

55 2-7 立石天神野新線 - 道路 1級市道 700超 - 有 5.20 6.45 有 有 - A

6 1-6 東城橋 東城線 - 河川 1級市道 700超 - 無 90.00 5.50 無 有 〇 B-S

12 1-12 布施谷橋 黒沢内生谷線 - 河川 2級市道 700超 - 無 48.00 4.50 無 無 〇 B-S

2 1-2 宮津橋側道橋 慶野宮津線 - 河川 1級市道 700超 - 無 30.00 0.00 有 有 - B

4 1-4 月見橋 湯上浅生線 - 河川 1級市道 700超 - 有 29.10 7.50 有 有 - B

7 1-7 中陣橋 小川寺中陣線 - 河川 1級市道 700超 - 無 38.10 3.60 無 無 - B

17 1-17 蛇田新橋 蛇田山田線 - 河川 その他市道 700超 - 無 16.50 7.50 有 有 - B

22 1-22 小沢谷橋 南又線 - 河川 その他市道 700超 - 無 30.00 4.00 無 無 - B

23 1-23 蛇石橋 南又線 - 河川 その他市道 700超 - 無 27.00 4.00 無 無 - B

24 1-24 大又橋 南又線 - 河川 その他市道 700超 - 無 25.30 3.50 無 無 - B

37 1-37 平沢橋 東蔵平沢線 - 河川 その他市道 700超 - 無 71.80 6.00 無 有 - B

49 2-1 慶野入川橋 慶野宮津線 - 河川 1級市道 700超 - 無 5.40 7.00 有 有 - B

50 2-2 ほたるみ橋 金山谷北山線 - 河川 1級市道 700超 - 無 12.00 7.10 無 有 - B

51 2-3 島尻坪野線 - 河川 1級市道 700超 - 無 5.00 5.00 無 有 - B

52 2-4 上本江墓園線 - 河川 1級市道 700超 - 無 8.10 5.00 無 有 - B

53 2-5 六郎丸印田線 - 河川 1級市道 700超 - 無 5.30 5.40 無 有 - B

54 2-6 親子川橋 東城線 - 河川 1級市道 700超 - 無 12.50 5.60 無 有 - B

56 2-8 本江鴨川橋 魚津駅友道線 - 河川 1級市道 700超 - 無 9.30 16.30 有 有 - B

60 2-12 杉野印田線 - 河川 2級市道 700超 - 無 8.80 4.00 無 有 - B

62 2-14 平沢線 - 河川 2級市道 700超 - 無 5.40 6.30 無 有 - B

65 2-17 小川寺長引野線 - 河川 2級市道 700超 - 無 9.60 3.60 無 有 - B

66 2-18 小川寺長引野線 - 河川 2級市道 700超 - 無 6.90 5.45 無 有 - B

67 2-19 黒沢内生谷線 - 河川 2級市道 700超 - 無 4.60 5.20 無 無 - B

103 2-58 住吉５号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 11.60 6.60 有 有 - B

116 2-71 大光寺住吉線 - 河川 2級市道 700超 - 無 8.85 6.00 有 有 - B

120 2-75 印田大海寺野線 - 河川 1級市道 700超 - 無 8.00 5.30 無 有 - B

1 1-1 宮津橋 慶野宮津線 - 河川 1級市道 700超 - 有 30.00 7.25 有 有 - B

3 1-3 出橋 出湯上線 - 河川 1級市道 700超 - 有 30.00 6.50 有 有 - B

9 1-9 湯橋 金山谷有山線 - 河川 1級市道 700超 - 無 24.90 4.50 無 有 - B

10 1-10 長九郎橋 出金山谷線 - 河川 2級市道 700超 - 無 21.40 2.90 無 有 - B

14 1-14 住吉橋 大光寺住吉線 - 河川 2級市道 500超 Ⅲ 無 35.60 6.00 有 有 - B

15 1-15 田地方橋 住吉１１号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 35.00 2.50 無 無 - B

18 1-18 布施川中橋 蛇田山田線 - 河川 その他市道 700超 - 無 54.00 7.50 有 有 - B

20 1-20 蛇田五号橋 蛇田５号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 15.40 4.10 無 有 - B

21 1-21 蛇田八号橋 蛇田８号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 15.15 4.00 無 有 - B

25 1-25 新土倉橋 南又線 - 河川 その他市道 700超 - 無 30.20 3.50 無 無 - B

32 1-32 舟山橋 松倉小学校線 - 河川 その他市道 700超 - 無 23.10 4.00 無 無 - B

33 1-33 中島橋 鹿熊１号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 23.30 3.00 無 無 - B

34 1-34 次郎左橋 金山谷６号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 18.10 2.50 無 無 - B

36 1-36 春日橋 春日線 - 河川 その他市道 700超 - 無 18.10 2.70 無 無 - B

58 2-10 出金山谷線 - 河川 2級市道 700超 - 無 9.60 23.05 無 有 - B

59 2-11 石垣新大海寺野線 - 河川 2級市道 700超 - 有 11.20 5.50 無 有 - B

63 2-15 小川寺長引野線 - 河川 2級市道 700超 - 無 9.20 4.50 無 有 - B

64 2-16 小川寺長引野線 - 河川 2級市道 700超 - 無 8.70 3.70 無 有 - B

102 2-57 入川橋 住吉４号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 11.60 13.20 有 有 - B

119 2-74 緑ヶ丘線 - 河川 2級市道 700超 - 無 5.20 10.80 無 有 - B

11 1-11 宮城橋 下椿鹿熊線 - 河川 2級市道 700超 - 無 22.70 3.00 無 無 - B

13 1-13 上口橋 新角川上口線 - 河川 2級市道 100以下 S 無 28.90 6.55 無 有 - B

26 1-26 彦三ェ門橋 東又線 - 河川 その他市道 700超 - 無 16.36 4.00 無 無 - B

31 1-31 宮橋 金山谷２号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 18.20 3.00 無 有 - B

35 1-35 月形橋 有山２号線 - 河川 その他市道 700超 - 有 234.00 6.00 無 有 - B

109 2-64 稗畠１号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 8.00 6.00 無 有 〇 C-S

61 2-13 相木本江線 - 河川 その他市道 700超 - 無 10.50 12.90 無 有 - C

74 2-26 鴨川橋 文化町中央線 - 河川 その他市道 700超 - 無 7.20 7.50 無 有 - C

77 2-29 餌指橋 本町１号線 - 河川 その他市道 100超 Ⅰ 無 8.90 6.10 無 有 - C

82 2-35 横枕１号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 5.00 9.50 無 有 - C

92 2-46 東尾崎長引野線 - 河川 その他市道 700超 - 無 13.60 7.50 無 有 - C

104 2-59 下中島公民館線 - 河川 その他市道 700超 - 無 10.40 6.00 無 有 - C

105 2-60 出４号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 5.00 6.00 無 有 - C

118 2-73 新川ヴィーラ線 - 河川 その他市道 700超 - 無 7.90 6.60 無 有 - C

121 2-76 慶野弥源寺線 - 河川 その他市道 700超 - 無 9.30 6.30 無 有 - C

79 2-32 経田漁港線 - 河川 その他市道 100超 Ⅰ 無 5.60 10.30 無 有 - C

122 2-77 六郎丸４号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 5.00 6.00 無 有 - C

№
橋梁

コード
海岸からの
距離(km)

路線名 道路種別交差条件
緊急輸送

道路
塩害対策

区分
橋長

除雪の
有無

ｸﾞﾙｰﾌﾟ
ASRの
疑い

車道
幅員

歩道の
有無

凍結防止剤
散布の有無

施設名

道路橋名

73 2-25 並木町７号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 5.65 2.60 無 有 - D

81 2-34 六郎丸９号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 5.00 4.00 無 無 - D

83 2-36 吉島１２号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 5.40 5.00 無 有 - D

84 2-37 六郎丸２０号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 5.70 3.50 無 有 - D

85 2-38 蛇田２号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 14.10 4.00 無 有 - D

91 2-45 小川寺４号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 14.20 2.00 無 無 - D

93 2-47 小川寺日尾線 - 河川 その他市道 700超 - 無 11.50 6.40 無 無 - D

97 2-51 上本江大海寺野線 - 河川 その他市道 700超 - 無 11.00 5.00 無 有 - D

98 2-52 石垣新１０号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 7.50 5.00 無 無 - D

99 2-53 石垣新１１号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 5.40 5.00 無 無 - D

101 2-56 上本江大座川側線 - 河川 その他市道 700超 - 無 10.45 4.00 無 有 〇 D

106 2-61 佐伯川原線 - 河川 その他市道 700超 - 無 9.40 4.50 無 有 - D

107 2-62 佐伯３号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 9.40 4.50 無 有 - D

111 2-66 鹿熊３号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 5.00 4.60 無 有 - D

113 2-68 金山谷稗畠２号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 7.80 5.00 無 無 - D

117 2-72 大光寺角川線 - 河川 その他市道 700超 - 無 9.50 4.20 無 有 - D

123 2-78 相生橋 鴨川町2号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 7.40 5.50 無 有 - D

124 2-79 吉島２２号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 7.50 4.00 無 有 - D

125 2-80 吉島２２号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 3.40 6.40 無 有 - D

129 2-84 黒谷東蔵線 - 河川 その他市道 700超 - 無 5.90 9.60 無 無 〇 D

69 2-21 並木町西中線 - 河川 その他市道 700超 - 無 5.60 5.20 無 有 - D

70 2-22 本江新町本江線 - 河川 その他市道 700超 - 無 5.60 5.95 無 有 - D

71 2-23 本江１号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 5.10 5.45 無 有 - D

72 2-24 並木町６号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 5.60 2.60 無 有 - D

75 2-27 ふれあい橋 鴨川町１号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 6.75 5.50 無 有 - D

76 2-28 鴨川高架下線 - 河川 その他市道 700超 - 無 5.50 5.34 無 有 - D

80 2-33 晴海ヶ丘１号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 6.60 3.60 無 有 - D

88 2-42 蛇田４号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 13.40 4.00 無 有 - D

89 2-43 蛇田６号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 13.00 4.00 無 有 - D

90 2-44 蛇田７号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 13.10 4.00 無 有 - D

94 2-48 小川寺１号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 11.00 4.00 無 有 - D

95 2-49 東城８号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 8.50 4.05 無 有 - D

96 2-50 東城１２号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 8.30 4.50 無 無 - D

100 2-54 石垣３号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 11.40 4.00 無 有 - D

108 2-63 観音堂室田線 - 河川 その他市道 700超 - 無 11.40 5.00 無 有 - D

112 2-67 室田３号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 10.60 5.00 無 有 - D

115 2-70 下島尻橋 島尻石垣線 - 河川 その他市道 700超 - 無 9.80 9.00 無 無 - D

68 2-20 スギノ本江新町線 - 河川 その他市道 700超 - 無 5.40 3.80 無 有 - D

78 2-31 経田漁港３号線 - 河川 その他市道 100超 Ⅰ 無 7.90 3.70 無 有 - D

110 2-65 坪野北山線 - 河川 その他市道 700超 - 無 6.60 5.10 無 有 - D

114 2-69 石垣７号線 - 河川 その他市道 700超 - 無 13.80 5.00 無 有 - D

№
橋梁

コード
海岸からの
距離(km)

路線名 道路種別交差条件
緊急輸送

道路
塩害対策

区分
橋長

除雪の
有無

ｸﾞﾙｰﾌﾟ
ASRの
疑い

車道
幅員

歩道の
有無

凍結防止剤
散布の有無

※グループは、管理目標限界の設定を目的としており、グループの順に補修することではない。優先順位

については、後述する。 

また、グループの検討に健全性(Ⅰ～Ⅳ)を考慮する場合、補修後も補修前の健全性が評価されるため、

評価しない。 

- 10 -



魚津市橋梁長寿命化修繕計画見直し業務委託                                                                                                              報告書概要版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔選定する理由〕

①緊急通行確保路線

・緊急通行確保路線は災害時に重要な役割を果たすため、該当する橋梁はグループAとする。

②交差条件

・道路、鉄道上及び直轄河川の橋梁は損傷により第三者被害を及ぼす恐れがあるため、該当する橋梁は高い水準

　で管理するものとし、グループAとする。

③管理区分

・１級および２級市道に位置する橋梁は市として重要な役割を果たすが、緊急通行確保路線や道路、鉄道上の橋

　梁よりも低い水準で管理するため、グループBとする。

④塩害対策区分

・海岸線より近い橋梁は、早期の補修により高い効果が見込まれることから、管理水準を通常の橋梁より高くし、

　グループBとする。

⑤橋長

・橋長の長い橋は予防保全による効果が高いと考えられるが、グループAよりも低い水準で管理するため、グルー

　プBとする。なお、対象橋梁は竣工時に15mを区分に重要橋梁とされており点検のレベルも高水準（レベル１）

　であることから、橋長は15mで分けた。5m未満の橋は架替えが比較的容易な上、補修よりも架け替えの方が安価

　となる場合があることから、グループDとする。

⑥車道幅員

・幅員の狭い橋は橋面補修時に規制形態として片側交互通行(規制帯幅3.0m)を実施する際に3.0m以上の通行帯の

　確保可否を有効幅員6.0mで区分する。6.0m未満の橋は更新を想定するものとし、グループDとする。有効幅員が

　6.0m以上かつ歩道のある橋は歩行者利用が多いと考え、グループBとする。

⑦除雪路線

・除雪路線は冬季に工事を行う場合、規制期間を短くするために短期間の施工が望ましく、利用者への影響を抑

　えるため、除雪路線対象橋梁については、管理水準を通常の橋梁より高くし、グループCとする。

〇ASRと見られる橋梁

・ASRと見られる橋梁は進行性のある損傷であり、他の橋と比べて劣化速度が速い傾向があるため、グループを

　区分する。
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< §4. 重 要 度 評 価 >    

1.重要度の設定（過年度）                                                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「魚津市橋梁長寿命化修繕計画策定業務委託,平成25年1月」より          

 

2.重要度の設定（案）                                                                                     

 BPIの算出は、次式にて行う。 

 

 

 

        ：対象橋梁が該当する場合は1、該当しない場合は0 

        ：重み係数（表4.2.1より設定） 

 

表4.2.1 重要度指標及び重み係数wi 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

該当

非該当

道路・鉄道
河川・その他
１級市道
２級市道
その他
Ｓ・凍結防止剤
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・非該当
15.0m以上
15.0m未満5.0m以上
5.0m未満
6.0m以上かつ歩道あり
6.0m以上
6.0m未満
除雪あり
除雪なし

※1.緊急輸送道路は道路ネットワーク上重要な位置付けとなる
　　ため、重みを大きくした。
※2.交差条件は第三者被害が発生する前に対応することが必要
　　となるため、重みを大きくした。

10

0

0

⑦除雪の有無 10

④塩害対策区分 10
10

10
0

0

10

②交差条件※2 20
20
0

③路線種別 10
10
5
0

⑥車道有効幅員 15
15

⑤橋長 15
15

重要度
指標

重み 項目
重み
係数
Wi

①緊急輸送道路※1 20
20

0

100

i
i

i
ii

w

wp
BPI

ip

iw
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< §5 健 全 度 評 価 >    

1.健全度評価（過年度）                                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「魚津市橋梁長寿命化修繕計画策定業務委託,平成25年1月」より     

 

 

2.健全度評価（案）                                                                          

 健全度は、橋梁の径間・部材毎（健全度評価区分）に、以下の手順で評価する。ここで、定期点検における健全度は100

点満点であるが、5段階評価とするため、20点毎に割り振る。 

表5.2.1 健全度の定義 

 

(1) 健全度の算出方法 

健全度指標：BHI（Bridge Health Index）は、富山県橋梁維持管理システムの考え方に準拠して算出する。以下に算

出方法を示す。（ここで、BHI＝HIと定義する。） 

① 点検で得られた損傷度を基に「損傷種類の重大性」を評価した重み係数を考慮し、損傷評価点（DG：Damage Grade） 

を算出する。 

② 全く損傷がなく健全な状態を100とし、100から損傷評価点を減点したものを部材の健全度（HI：Health Index）

とする。 

健全度（HI）＝100－Σ損傷評価点（DG） 

③ 部材別の損傷評価点および部材・工種の重要性を評価した重み係数を基に、減点統合法により橋梁/径間/工種/部

材の4段階で健全度を算出する。 

 

部材の損傷評価点は、複数の損傷をその重大性を考慮し統合し、「橋梁の健全度」、「径間の健全度」、「工種の健全度」

は各段階において各々の重要性を考慮し統合し算出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「平成17年度 富山県橋梁アセットマネジメント検討委員会 報告書」より 
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(2) 工種別・部材別の重み 

健全度評価のうち、工種別・部材別の重みを以下に示す。 

 

 

 

 (3) 損傷種類毎の重み及び損傷等級毎の評価点 

損傷種類毎の重み及び損傷等級毎の評価点の一覧表を、「平成17年度 富山県橋梁アセットマネジメント検討委員会 

報告書」より、以下に示す。 
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3.健全度ランクの設定                                                                                    

主桁、床版および下部工について健全度評価点から健全度ランクを判定する。健全度ランクは劣化予測式の作成及び補修

工の決定に用いるものであり、富山県の事例に準拠して5段階で評価することとする。 

 

表5.3.1 健全度ランクの設定 

健全度ランク 健全度評価点 部材の状態と対応 

5 80≦HI＜100 
多少の損傷は見受けられるが、健全な状態である。継続

的な点検を実施する。 

4 60≦HI＜80 
供用に対する安全性は確保されている。 

継続的な点検、あるいは予防的修繕を実施する。 

3 40≦HI＜60 
部材の機能低下等が認められる。次回点検で進展確認、

あるいは状況に応じ修繕を実施する。 

2 20≦HI＜40 
供用に対する安全性に課題が生じる恐れがある。 

早期に補修を実施する。 

1 0≦HI＜20 
供用に対する安全確認が必要である。 

早急に修繕あるいは緊急処置を実施する。 

 

参考資料  

（富山県の事例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『富山県橋梁長寿命化修繕計画,平成29年3月改訂,富山県土木部』より          

中長期 

目 標 

短 期 

目 標 
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< §6. 劣 化 予 測 >    

1.劣化予測の概要                                                                                     

劣化予測手法は表 6.1.1に示す手法が挙げられる。本業務では、点検結果の統計分析（回帰分析）により劣化

予測を行う。なお、寿命設定は寿命の設定根拠が不明確なこと、劣化予測式および遷移確率は既存の調査データ

が少ないことから、検討の対象外とした。 

 

表6.1.1 劣化予測手法の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（道路橋の計画的管理に関する調査研究-橋梁マネジメントシステム（BMS）-/平成 21 年 3 月/国土交通省 国土技術政策総

合研究所） 

2.判定・区分する部材の設定                                                                                      

劣化曲線に影響を与える部材は、維持管理を行う部材（主要部材など）であるため、これらの部材の健全度ランクを判定・

区分する必要がある。また、健全度ランクを判定・区分する部材は、表6.2.1のとおりとする。 

 

表6.2.1 判定・区分する部材 

区 分 部 材 材 料 

劣化予測を 

行う部材 

主桁 鋼,コンクリート 

床版 コンクリート 

下部工 コンクリート 

定期的な修繕を 

行う部材 

支承 鋼製,ゴム製 

伸縮装置 鋼製,ゴム製 

 

 

 

 

 

 

3.基準劣化曲線の種別選出                                                                                 

部材毎に使用する基準劣化曲線は、部材毎の劣化特性に則した算定式種別（直線・曲線）を検討する。本計画においては、

劣化現象は加速するものと仮定し、それを二次曲線で近似する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6.3.1 基準劣化曲線の種類 

4.グループ S の劣化曲線                                                                           

グループSの橋梁は、各橋梁固有の劣化特性を有することから、基準劣化曲線は橋梁毎に竣工時（経年0年）の健全度5

と、点検結果より算出した健全度を結ぶ二次曲線式とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6.4.1 グループSの劣化曲線 

 

 

 

 

 

 

手法 概要 特徴および課題

寿命設定
橋梁各部材毎に寿命を設定し、建設時点あるいは
補修時点を「健全」、寿命時点を「要補修」段階
として、予測直線または曲線を作成。

・個別橋梁の部材毎に補修時期が確定的に算定できる
・寿命設定の根拠付けが課題
・寿命に至るまでの劣化進行速度の設定が課題

劣化予測式
（理論式）

劣化メカニズムに応じた理論的予測式を使用。
（例：塩化物イオン量の浸透速度の予測、中性化
速度の予測、RC床版の疲労損傷速度の予測）

・個別橋梁の部材毎に補修時期が確定的に算定できる
・予測式の理論的根拠が明確である
・現時点では、理論的予測式を適用できる劣化要因が限定される
・劣化予測のための調査データが必要

点検結果の
統計分析

点検結果に対応する健全度と経過年の関係を統計
分析することで、予測直線または曲線を作成。
部材毎、劣化要因毎に、環境条件、架設年次等で
カテゴリーを区分し、予測式を作成。

・個別橋梁の部材毎に補修時期が確定的に算定できる
・点検結果に基づく分析であり、設定根拠が明確である
・劣化要因や各橋梁の環境条件、交通条件等により、点検データ
　を分類することで、予測精度の向上が可能
・予測精度は点検データの性質に依存する

遷移確率

各健全度ランク間の遷移確率を用いて、各健全度
ランクの比率の推移をマルコフ過程により計算。
遷移確率は、部材毎、劣化要因毎に複数年の点検
結果を用いて算定。

・個別橋梁の部材毎には、補修時期、補修費用が算定できない
・個別橋梁の短期計画への反映が困難
・点検結果等により遷移確率を設定するため、根拠が明確である
・橋梁群を対象とした管理に有効

加速する劣化 ：曲線（2 次曲線） 

加速しない劣化：直線（1 次曲線） 

経過年 

健
全
度 

点検結果 
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5.劣化曲線のシフト                                                                                   

健全度評価区分ごとに、経過年および健全度と対象となる劣化曲線を基に劣化を予測する。 

点検時の健全度に基準劣化曲線を反映させるため、基準劣化曲線が点検時の健全度を通るようにシフトさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6.5.1 劣化曲線のシフト 

6.再劣化予測                                                                                   

補修を行った場合、健全度は設定した組合せ工法の回復度に応じて回復する。回復後の劣化は、回復後健全度から基準劣

化曲線を用いて予測する。また、更新後は、全ての健全度評価区分において健全度5とし、再度基準劣化曲線を用いて劣化

予測を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6.6.1 再劣化予測 

 

 

 

 

7.劣化曲線の設定                                                                                   

・劣化曲線の作成 

従来どおりの手法を補正して検討した結果、データ数の少ない部材や劣化速度がゆるやかなことから、

有識者協議により適当でないと判断される結果となったため、富山県橋梁長寿命化修繕計画で使用される

曲線を採用する。 

なお、富山県ではコンクリート部材について、床版をH8道示、主桁をS59塩害対策指針、下部工をH2道

示で区分しているが、安全側を考慮し、コンクリート部材は全てH8道示で区分することとする。 

 

表6.7.2 設定する劣化曲線 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回復度 

工種-部材-材料 （グルーピング） 備　考

H8道示より前 Y= 100 - 0.0167 x2 健全度40-供用年数60年

H8道示以降 Y= 100 - 0.0122 x2 健全度40-供用年数70年

上部工-主構-鋼部材 Y= 100 - 0.0375 x2 Ⅰ;健全度40-供用年数20年

H8道示より前 Y= 100 - 0.0167 x2 健全度40-供用年数60年

H8道示以降 Y= 100 - 0.0122 x2 健全度40-供用年数70年

H8道示より前 Y= 100 - 0.0167 x2 健全度40-供用年数60年

H8道示以降 Y= 100 - 0.0122 x2 健全度40-供用年数70年
下部工-躯体-コンクリート部材

劣化曲線

上部工-床版-コンクリート部材

上部工-主構-コンクリート部材
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より前 
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< §7. 優 先 順 位 の 設 定 >    

1.健全性との整合評価                                                                                     

・下記に示す要領により規定される健全性（Ⅰ～Ⅳ）は本計画に反映すべき評価項目であると考えられる。 

 ①「橋梁定期点検要領,平成26年6月,国土交通省道路局国道・防災課」 

 ②「道路橋定期点検要領,平成26年6月,国土交通省道路局」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「橋梁定期点検要領,平成26年6月,国土交通省道路局国道・防災課,P26」より           

・健全性Ⅲは一般に「C2」評価となり、「C2」評価は「橋梁構造の安全性のため次回点検までに補修等が必要」とされる。 

・なお、健全性の４段階評価のみでは、橋毎の優先順位が決定できないため、前述したグルーピングや重要度評価指標、 

健全度評価指標を用いて順位付けを行う。 

 

 

 

 

 

 

 「橋梁定期点検要領,平成26年6月,国土交通省道路局国道・防災課,P25」より                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「橋梁定期点検要領,平成26年6月,国土交通省道路局国道・防災課,P19」より              

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「橋梁定期点検要領付録-2,平成26年6月,国土交通省道路局国道・防災課,P26」より      

 

以上より、健全性を考慮した計画とするため、健全性Ⅲの橋梁は優先して補修を実施する必要がある。 

なお、5ヵ年での補修を試算したところ、5ヵ年の単年度予算が約1.8 億円となる。協議の結果、過年度までの工事実績と

の乖離が大きく、現実的な計画でないと判断し、個別橋梁について損傷状態を再確認した上で、技術的判断を踏まえて5年

間で補修する橋梁を決定する。 
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2.優先順位の設定                                                                                         

前頁を踏まえた補修計画は以下のとおりとなる。 

【最優先して補修を計画する橋】 

・既に整備計画済みの橋梁を優先して補修を計画する。 

 

【初年度に調査を計画する橋】 

・右記に示すとおり、PCBの処分期間は平成35年3月31日までとなる。調査の対象となる鋼橋は14橋あり、年代不明の橋

梁および昭和50年以前に竣工された橋梁にはPCBが含まれていることを想定し、2ヵ年目から1橋毎に再塗装工を施す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【10年以内に優先して補修を計画する橋】 

・健全性Ⅲの橋を対象とし、グループが上位となる橋を優先して補修し、同グループの場合、優先順位指標により順位付け

を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【11年以降に補修を計画する橋】 

・健全性Ⅱの橋を対象とし、優先度指標が上位となる橋を優先して補修し、同値の場合、グループにより順位付けを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【初年度に調査を計画する橋】

1-40 布施川橋 Ⅲ A-S 1,000,000 3,500,000 29,500,000 昭和54年 ×

2-7 2-7橋 Ⅲ A 500,000 4,800,000 15,800,000 不明 〇

1-26 彦三ェ門橋 Ⅲ B 1,000,000 3,100,000 5,700,000 平成3年 ×

1-27 下ノ谷橋 Ⅱ A 1,000,000 3,500,000 12,400,000 平成5年 ×

1-10 長九郎橋 Ⅱ B 1,200,000 3,100,000 11,100,000 昭和40年 〇

1-14 住吉橋 Ⅱ B 1,200,000 3,500,000 16,100,000 昭和52年 ×

1-15 田地方橋 Ⅱ B 1,200,000 3,100,000 5,200,000 昭和54年 ×

1-36 春日橋 Ⅱ B 700,000 3,100,000 15,500,000 昭和46年 〇

1-34 次郎左橋 Ⅱ B 700,000 3,100,000 5,100,000 昭和57年 ×

1-32 舟山橋 Ⅱ B 1,000,000 3,300,000 5,700,000 昭和53年 ×

1-1 宮津橋 Ⅱ B 1,000,000 3,500,000 19,500,000 昭和56年 ×

1-9 湯橋 Ⅱ B 900,000 3,300,000 37,000,000 昭和50年 〇

1-2 宮津橋側道橋 Ⅱ B 1,000,000 3,100,000 8,400,000 平成6年 ×

1-35 月形橋 Ⅳ B 2,200,000 5,700,000 - 昭和41年 〇

〇…PCBは含まれると想定

×…PCBは含まれないと想定

設計費
(諸経費含む)

橋梁番号 橋梁名 健全性
グル
ープ

調査費
(諸経費含む)

概算工事費
(諸経費除く)

竣工年 PCB

【10年以内に優先して補修を計画する橋】

1-47 新川升田橋 Ⅲ A-S 4,700,000 8,100,000

1-40 布施川橋 Ⅲ A-S 1,500,000 3,500,000

2-7 2-7橋 Ⅲ A - -

1-12 布施谷橋 Ⅲ B-S 1,500,000 20,100,000

1-26 彦三ェ門橋 Ⅲ B 900,000 1,000,000

1-13 上口橋 Ⅲ B 4,700,000 8,400,000

橋梁番号 橋梁名 健全性
グル
ープ

概算設計費
(諸経費含む)

概算工事費
(諸経費除く)

備考

 再塗装と補強により健全性はⅠ相当となるため不要
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表7.2.1 優先順位一覧表 

№
橋梁

コード
施設名

架設年
(西暦4桁)

点検年
(西暦4桁)

路線名
緊急輸送

道路
交差条件 道路種別

海岸からの
距離(km)

塩害対策
区分

凍結防止剤
散布の有無

橋長
車道
幅員

歩道の
有無

除雪の
有無

ASRの
疑い

ｸﾞﾙｰﾌﾟ
重要度
(BPI)

健全度
(BHI)

損傷度
(100-BHI)

優先順位指標
(損8:重2)

優先
順位

健全性

35 1-35 月形橋 1966 2018 有山２号線 - 0 河川 0 その他市道 0 700超 - 有 10 234.00 15 6.00 無 10 有 10 - B 45 0.00 100.00 89.00 - Ⅳ ←5年以内に塗膜調査　

31 1-31 宮橋 1958 2016 金山谷２号線 - 0 河川 0 その他市道 0 700超 - 無 0 18.20 15 3.00 無 0 有 10 - B 25 80.00 20.00 21.00 82 Ⅰ

6 1-6 東城橋 1970 2015 東城線 - 0 河川 0 1級市道 10 700超 - 無 0 90.00 15 5.50 無 0 有 10 〇 B-S 35 80.00 20.00 23.00 72 Ⅰ

14 1-14 住吉橋 1977 2016 大光寺住吉線 - 0 河川 0 2級市道 5 500超 Ⅲ 無 0 35.60 15 6.00 有 15 有 10 - B 45 0.00 100.00 89.00 9 Ⅱ ←5年以内に塗膜調査

39 1-39 湯上東橋 1983 2016 湯上７号線 - 0 道路 20 その他市道 0 700超 - 無 0 56.00 15 6.00 無 10 無 0 - A 45 24.06 75.94 69.75 12 Ⅱ

29 1-29 升田橋 1982 2011 吉野舛田線 - 0 道路 20 その他市道 0 700超 - 無 0 72.80 15 7.50 無 10 無 0 - A 45 60.00 40.00 41.00 27 Ⅱ

13 1-13 上口橋 1966 2016 新角川上口線 - 0 河川 0 2級市道 5 100以下 S 無 10 28.90 15 6.55 無 10 有 10 - B 50 48.68 51.32 51.06 6 Ⅲ

55 2-7 1965 2017 立石天神野新線 - 0 道路 20 1級市道 10 700超 - 有 10 5.20 10 6.45 有 15 有 10 - A 75 12.76 87.24 84.79 1 Ⅲ ←5年以内に塗膜調査

12 1-12 布施谷橋 1970 2018 黒沢内生谷線 - 0 河川 0 2級市道 5 700超 - 無 0 48.00 15 4.50 無 0 無 0 〇 B-S 20 0.00 100.00 84.00 2 Ⅲ

47 1-47 新川升田橋 不明 2018 横枕有山線 第3次 20 道路・河川 20 2級市道 5 700超 - 無 0 30.00 15 9.50 無 10 有 10 〇 A-S 80 19.43 80.57 80.46 3 Ⅲ

40 1-40 布施川橋 1979 2018 布施川小川寺線 第3次 20 河川 0 2級市道 5 700超 - 有 10 41.45 15 9.50 無 10 有 10 〇 A-S 70 28.43 71.57 71.26 4 Ⅲ ←5年以内に塗膜調査

26 1-26 彦三ェ門橋 1991 2017 東又線 - 0 河川 0 その他市道 0 700超 - 無 0 16.36 15 4.00 無 0 無 0 - B 15 25.18 74.82 62.86 5 Ⅲ ←5年以内に塗膜調査

10 1-10 長九郎橋 1965 2016 出金山谷線 - 0 河川 0 2級市道 5 700超 - 無 0 21.40 15 2.90 無 0 有 10 - B 30 0.00 100.00 86.00 10 Ⅱ ←5年以内に塗膜調査

15 1-15 田地方橋 1979 2016 住吉１１号線 - 0 河川 0 その他市道 0 700超 - 無 0 35.00 15 2.50 無 0 無 0 - B 15 0.00 100.00 83.00 11 Ⅱ ←5年以内に塗膜調査

46 1-46 観音橋 1975 2018 横枕有山線 第3次 20 河川 0 2級市道 5 700超 - 有 10 24.78 15 9.50 無 10 有 10 - A 70 33.28 66.72 67.38 13 Ⅱ

38 1-38 湯上西橋 1983 2016 湯上６号線 - 0 道路 20 その他市道 0 700超 - 無 0 52.50 15 6.00 有 15 有 10 - A 60 36.88 63.12 62.50 14 Ⅱ

123 2-74 1985 2018 緑ヶ丘線 - 0 河川 0 2級市道 5 700超 - 無 0 5.20 10 10.80 無 10 有 10 - B 35 40.75 59.25 54.40 15 Ⅱ

36 1-36 春日橋 1971 2017 春日線 - 0 河川 0 その他市道 0 700超 - 無 0 18.10 15 2.70 無 0 無 0 - B 15 37.45 62.55 53.04 16 Ⅱ ←5年以内に塗膜調査

3 1-3 出橋 1980 2015 出湯上線 - 0 河川 0 1級市道 10 700超 - 有 10 30.00 15 6.50 有 15 有 10 - B 60 53.90 46.10 48.88 17 Ⅱ

8 1-8 北鬼江跨線橋 1993 2018 吉島中川側線 - 0 鉄道 20 1級市道 10 700超 - 無 0 149.50 15 7.00 無 10 有 10 - A 65 56.68 43.32 47.66 18 Ⅱ

27 1-27 下ノ谷橋 1993 2018 新川ヴィーラ線 - 0 道路・河川 20 その他市道 0 700超 - 無 0 28.30 15 5.50 無 0 有 10 - A 45 52.13 47.87 47.30 19 Ⅱ ←5年以内に塗膜調査

34 1-34 次郎左橋 1982 2017 金山谷６号線 - 0 河川 0 その他市道 0 700超 - 無 0 18.10 15 2.50 無 0 無 0 - B 15 44.78 55.22 47.18 20 Ⅱ ←5年以内に塗膜調査

43 1-43 新川宮津橋 1989 2018 横枕有山線 第3次 20 河川 0 2級市道 5 700超 - 有 10 100.00 15 7.25 有 15 有 10 - A 75 60.61 39.39 46.51 21 Ⅱ

48 1-48 東山橋 1968 2014 東山横枕線 第3次 20 河川 0 2級市道 5 700超 - 無 0 150.80 15 6.00 無 10 有 10 - A 60 60.00 40.00 44.00 23 Ⅱ

131 2-82 不明 2018 布施川小川寺線 第3次 20 道路 20 2級市道 5 700超 - 有 10 5.44 10 9.50 無 10 有 10 - A 85 68.53 31.47 42.18 24 Ⅱ

18 1-18 布施川中橋 2001 2018 蛇田山田線 - 0 河川 0 その他市道 0 700超 - 無 0 54.00 15 7.50 有 15 有 10 - B 40 58.40 41.60 41.28 25 Ⅱ

16 1-16 丸山橋 1983 2011 天神野新７号線 - 0 道路 20 その他市道 0 700超 - 無 0 78.00 15 5.50 無 0 有 10 - A 45 60.00 40.00 41.00 26 Ⅱ

1 1-1 宮津橋 1981 2015 慶野宮津線 - 0 河川 0 1級市道 10 700超 - 有 10 30.00 15 7.25 有 15 有 10 - B 60 64.38 35.62 40.50 29 Ⅱ ←5年以内に塗膜調査

19 1-19 天神西橋 1983 2017 天神野新１１号線 - 0 道路 20 その他市道 0 700超 - 無 0 51.20 15 6.00 無 10 有 10 〇 A-S 55 65.11 34.89 38.91 30 Ⅱ

42 1-42 石垣橋 1975 2018 横枕有山線 第3次 20 河川 0 2級市道 5 700超 - 有 10 16.64 15 9.50 無 10 有 10 〇 A-S 70 68.86 31.14 38.91 31 Ⅱ

32 1-32 舟山橋 1978 2017 松倉小学校線 - 0 河川 0 その他市道 0 700超 - 無 0 23.10 15 4.00 無 0 無 0 - B 15 55.68 44.32 38.46 32 Ⅱ ←5年以内に塗膜調査

44 1-44 新川湯上橋 1987 2018 横枕有山線 第3次 20 道路 20 2級市道 5 700超 - 有 10 70.00 15 9.50 無 10 有 10 - A 90 75.36 24.64 37.71 34 Ⅱ

105 2-57 入川橋 1994 2018 住吉４号線 - 0 河川 0 その他市道 0 700超 - 無 0 11.60 10 13.20 有 15 有 10 - B 35 64.26 35.74 35.59 44 Ⅱ

45 1-45 新室田橋 1985 2018 横枕有山線 第3次 20 河川 0 2級市道 5 700超 - 無 0 16.66 15 9.50 無 10 有 10 〇 A-S 60 70.67 29.33 35.46 45 Ⅱ

58 2-9 中央橋 1959 2015 魚津中央線 第3次 20 河川 0 1級市道 10 100超 Ⅰ 無 0 6.70 10 16.30 有 15 有 10 - A 65 72.77 27.23 34.78 46 Ⅱ

65 2-16 1950 2015 小川寺長引野線 - 0 河川 0 2級市道 5 700超 - 無 0 8.70 10 3.70 無 0 有 10 - B 25 67.45 32.55 31.04 47 Ⅱ

30 1-30 上野中橋 1982 2017 上野２号線 - 0 道路 20 その他市道 0 700超 - 無 0 55.90 15 5.00 無 0 有 10 - A 45 75.64 24.36 28.49 48 Ⅱ

90 2-40 2000 2017 蛇田山田線 - 0 道路・河川 20 その他市道 0 700超 - 無 0 20.30 15 7.00 有 15 有 10 - A 60 79.92 20.08 28.06 49 Ⅱ

59 2-10 1984 2015 出金山谷線 - 0 河川 0 2級市道 5 700超 - 無 0 9.60 10 23.05 無 10 有 10 - B 35 74.10 25.90 27.72 50 Ⅱ

21 1-21 蛇田八号橋 1986 2017 蛇田８号線 - 0 河川 0 その他市道 0 700超 - 無 0 15.15 15 4.00 無 0 有 10 - B 25 71.63 28.37 27.70 51 Ⅱ

20 1-20 蛇田五号橋 1986 2016 蛇田５号線 - 0 河川 0 その他市道 0 700超 - 無 0 15.40 15 4.10 無 0 有 10 - B 25 74.56 25.44 25.35 52 Ⅱ

60 2-11 1977 2015 石垣新大海寺野線 - 0 河川 0 2級市道 5 700超 - 有 10 11.20 10 5.50 無 0 有 10 - B 35 79.35 20.65 23.52 53 Ⅱ

132 2-83 横枕2号橋 不明 2018 横枕有山線 第3次 20 道路・河川 20 2級市道 5 700超 - 無 0 14.66 10 9.50 無 10 有 10 - A 75 90.91 9.09 22.27 54 Ⅱ

25 1-25 新土倉橋 1988 2017 南又線 - 0 河川 0 その他市道 0 700超 - 無 0 30.20 15 3.50 無 0 無 0 - B 15 83.56 16.44 16.15 57 Ⅱ

33 1-33 中島橋 1949 2017 鹿熊１号線 - 0 河川 0 その他市道 0 700超 - 無 0 23.30 15 3.00 無 0 無 0 - B 15 94.37 5.63 7.50 63 Ⅱ

64 2-15 1950 2017 小川寺長引野線 - 0 河川 0 2級市道 5 700超 - 無 0 9.20 10 4.50 無 0 有 10 - B 25 97.67 2.33 6.86 64 Ⅱ

41 1-41 横枕高架橋 1982 2018 横枕有山線 第3次 20 道路 20 2級市道 5 700超 - 無 0 25.08 15 9.50 無 10 有 10 - A 80 79.30 20.70 32.56 67 Ⅰ

28 1-28 大門橋 1993 2015 本江上野方線 - 0 道路 20 その他市道 0 700超 - 無 0 37.96 15 5.00 無 0 有 10 - A 45 72.91 27.09 30.67 68 Ⅰ

5 1-5 中畑橋 1983 2016 宮津大海寺新線 - 0 道路 20 1級市道 10 700超 - 無 0 52.60 15 6.00 無 10 有 10 - A 65 80.00 20.00 29.00 69 Ⅰ

130 2-81 不明 2018 布施川小川寺線 第3次 20 道路 20 2級市道 5 700超 - 有 10 5.60 10 9.50 無 10 有 10 - A 85 91.36 8.64 23.91 70 Ⅰ

54 2-6 親子川橋 1971 2015 東城線 - 0 河川 0 1級市道 10 700超 - 無 0 12.50 10 5.60 無 0 有 10 - B 30 77.96 22.04 23.63 71 Ⅰ

9 1-9 湯橋 1975 2015 金山谷有山線 - 0 河川 0 1級市道 10 700超 - 無 0 24.90 15 4.50 無 0 有 10 - B 35 80.00 20.00 23.00 73 Ⅰ ←5年以内に塗膜調査

53 2-5 1970 2015 六郎丸印田線 - 0 河川 0 1級市道 10 700超 - 無 0 5.30 10 5.40 無 0 有 10 - B 30 79.89 20.11 22.09 74 Ⅰ

124 2-75 1975 2019 印田大海寺野線 - 0 河川 0 1級市道 10 700超 - 無 0 8.00 10 5.30 無 0 有 10 - B 30 80.00 20.00 22.00 79 Ⅰ

11 1-11 宮城橋 1956 2011 下椿鹿熊線 - 0 河川 0 2級市道 5 700超 - 無 0 22.70 15 3.00 無 0 無 0 - B 20 80.00 20.00 20.00 83 Ⅰ

37 1-37 平沢橋 2010 2016 東蔵平沢線 - 0 河川 0 その他市道 0 700超 - 無 0 71.80 15 6.00 無 10 有 10 - B 35 85.32 14.68 18.74 91 Ⅰ

2 1-2 宮津橋側道橋 1994 2015 慶野宮津線 - 0 河川 0 1級市道 10 700超 - 無 0 30.00 15 0.00 有 0 有 10 - B 35 85.37 14.63 18.70 92 Ⅰ ←5年以内に塗膜調査

4 1-4 月見橋 1988 2017 湯上浅生線 - 0 河川 0 1級市道 10 700超 - 有 10 29.10 15 7.50 有 15 有 10 - B 60 92.99 7.01 17.61 95 Ⅰ

68 2-19 不明 2019 黒沢内生谷線 - 0 河川 0 2級市道 5 700超 - 無 0 4.60 0 5.20 無 0 無 0 - B 5 80.00 20.00 17.00 96 Ⅰ

23 1-23 蛇石橋 1986 2017 南又線 - 0 河川 0 その他市道 0 700超 - 無 0 27.00 15 4.00 無 0 無 0 - B 15 83.57 16.43 16.14 98 Ⅰ

22 1-22 小沢谷橋 1986 2017 南又線 - 0 河川 0 その他市道 0 700超 - 無 0 30.00 15 4.00 無 0 無 0 - B 15 84.31 15.69 15.55 99 Ⅰ

89 2-39 蛇田橋 2000 2017 蛇田山田線 - 0 道路・河川 20 その他市道 0 700超 - 無 0 20.90 15 7.50 有 15 有 10 - A 60 96.54 3.46 14.77 101 Ⅰ

7 1-7 中陣橋 1960 2018 小川寺中陣線 - 0 河川 0 1級市道 10 700超 - 無 0 38.10 15 3.60 無 0 無 0 - B 25 89.92 10.08 13.06 102 Ⅰ

17 1-17 蛇田新橋 2002 2017 蛇田山田線 - 0 河川 0 その他市道 0 700超 - 無 0 16.50 15 7.50 有 15 有 10 - B 40 94.37 5.63 12.50 104 Ⅰ

63 2-14 1964 2015 平沢線 - 0 河川 0 2級市道 5 700超 - 無 0 5.40 10 6.30 無 10 有 10 - B 35 94.49 5.51 11.41 105 Ⅰ

50 2-2 ほたるみ橋 2005 2015 金山谷北山線 - 0 河川 0 1級市道 10 700超 - 無 0 12.00 10 7.10 無 10 有 10 - B 40 96.25 3.75 11.00 106 Ⅰ

24 1-24 大又橋 1988 2017 南又線 - 0 河川 0 その他市道 0 700超 - 無 0 25.30 15 3.50 無 0 無 0 - B 15 91.56 8.44 9.75 107 Ⅰ

49 2-1 慶野入川橋 2002 2015 慶野宮津線 - 0 河川 0 1級市道 10 700超 - 無 0 5.40 10 7.00 有 15 有 10 - B 45 99.48 0.52 9.42 108 Ⅰ

106 2-58 1991 2018 住吉５号線 - 0 河川 0 その他市道 0 700超 - 無 0 11.60 10 6.60 有 15 有 10 - B 35 97.14 2.86 9.29 109 Ⅰ

57 2-8 本江鴨川橋 2001 2015 魚津駅友道線 - 0 河川 0 1級市道 10 700超 - 無 0 9.30 10 16.30 有 15 有 10 - B 45 100.00 0.00 9.00 112 Ⅰ

52 2-4 1985 2015 上本江墓園線 - 0 河川 0 1級市道 10 700超 - 無 0 8.10 10 5.00 無 0 有 10 - B 30 96.54 3.46 8.77 114 Ⅰ

120 2-71 1977 2018 大光寺住吉線 - 0 河川 0 2級市道 5 700超 - 無 0 8.85 10 6.00 有 15 有 10 - B 40 99.57 0.43 8.34 115 Ⅰ

51 2-3 1985 2015 島尻坪野線 - 0 河川 0 1級市道 10 700超 - 無 0 5.00 10 5.00 無 0 有 10 - B 30 97.38 2.62 8.10 116 Ⅰ

112 2-64 1998 2018 稗畠１号線 - 0 河川 0 その他市道 0 700超 - 無 0 8.00 10 6.00 無 10 有 10 〇 C-S 30 98.27 1.73 7.38 119 Ⅰ

61 2-12 1984 2015 杉野印田線 - 0 河川 0 2級市道 5 700超 - 無 0 8.80 10 4.00 無 0 有 10 - B 25 97.09 2.91 7.33 120 Ⅰ

66 2-17 1950 2015 小川寺長引野線 - 0 河川 0 2級市道 5 700超 - 無 0 9.60 10 3.60 無 0 有 10 - B 25 97.09 2.91 7.33 121 Ⅰ

67 2-18 1950 2016 小川寺長引野線 - 0 河川 0 2級市道 5 700超 - 無 0 6.90 10 5.45 無 0 有 10 - B 25 100.00 0.00 5.00 126 Ⅰ

整備計画済の橋梁

↑10年以内に補修

上位計画に基づく

↑ 5年以内に補修
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< §8. 補 修 単 価 の 設 定 >    

1.補修単価設定の考え方                                                                                     

従来までの補修単価の設定は他自治体で一般的に行われている「代表補修工法の設定」により算出していたが、予算要求

時に実際の補修費と大きな乖離が生じることが課題として挙げられる。しかしながら、将来生じるであろう損傷に対する補

修費を精度良く算出することは困難であるため、補修単価の設定は下記の考え方で設定する。なお、次回の計画策定までに

対策を行う予定とする健全性Ⅲの橋梁は、想定される設計費および工事費を算出する。 

 

【予防保全】 

・健全性Ⅲの橋梁：１０年以内に対策するため、全ての橋梁について概算工事費レベルで算出 

①１年目に生じる費用：詳細調査費、設計費 

②２年目に生じる費用：必要と判断された工法を算出（対策数量は概略数量とする。） 

・健全性Ⅰ・Ⅱの橋梁は１１年目以降で補修する計画となるため、損傷の進展による工法変更および補修数量の増加が生

じるおそれがあるため、本計画で橋毎に算出することで精度の向上は見込めない。よって、「代表補修工法の設定」によ

り費用を算出する。 

※健全性Ⅲの橋梁で２回目以降に生じる対策工法は「代表補修工法の設定」により費用を算出する。 

 

【事後保全】 

・全ての橋梁について、「代表補修工法の設定」により費用を算出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.代表補修工法の設定                                                                                    

従来までの補修単価の設定は他自治体で一般的に行われている「代表補修工法の設定」により算出していたが、予算要求 

(1)設定した代表補修単価 

表8.2.1～8.2.6表に「代表補修工法の設定」に用いる単価を示す。 

なお、代表補修工法の設定に用いる損傷率は健全度ランク1～5の5段階を均等に配分し、健全度ランクに応じて損傷

率を定めた（健全度ランク3：50%、健全度ランク2：75%、健全度ランク1：100%）。 

 

表8.2.1 代表補修工法（鋼桁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表8.2.2 代表補修工法（コンクリート桁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健全度
ランク

代表的補修工法 補修費 計

5 － － －

4 － － －

・全面再塗装工(Rc-Ⅰ塗装系) 9,000

・当て板補強工(50%) 8,500

・全面再塗装工(Rc-Ⅰ塗装系) 9,000

・当て板補強工(75%) 12,750

・全面再塗装工(Rc-Ⅰ塗装系) 9,000

・当て板補強工(100%) 17,000

3 17,500

2 21,750

1 26,000

（円/m2） 

（円/m2） 

健全度
ランク

代表的補修工法 補修費 補修費

5 － － －

4 － － －

・ひびわれ注入工(50%) 5,000

・断面修復工(50%) 29,900

・ひびわれ注入工(75%) 7,100

・断面修復工(75%)＋連続繊維シート補強工(3層)(75%) 94,200

・ひびわれ注入工(100%) 9,200

・断面修復工(100%)＋連続繊維シート補強工(3層)(100%) 125,200

3 34,900

2 101,300

1 134,400
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表8.2.3 代表補修工法（コンクリート床版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表8.2.4 代表補修工法（鋼床版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表8.2.5 代表補修工法（コンクリート製下部工） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表8.2.6 代表補修工法（鋼製下部工） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健全度
ランク

代表的補修工法 補修費 補修費

5 － － －

4 － － －

・全面再塗装工(Rc-Ⅰ塗装系)
・橋脚回り足場

19,000

・当て板補強工(50%) 8,500

・全面再塗装工(Rc-Ⅰ塗装系)
・橋脚回り足場

19,000

・当て板補強工(75%) 12,750

・全面再塗装工(Rc-Ⅰ塗装系)
・橋脚回り足場

19,000

・当て板補強工(100%) 17,000

3 27,500

2 31,750

1 36,000

健全度
ランク

代表的補修工法 補修費 補修費

5 － － －

4 － － －

・全面再塗装工(Rc-Ⅰ塗装系)
・吊足場

16,000

・当て板補強工(50%) 8,500

・全面再塗装工(Rc-Ⅰ塗装系)
・吊足場

16,000

・当て板補強工(75%) 12,750

・全面再塗装工(Rc-Ⅰ塗装系)
・吊足場

16,000

・当て板補強工(100%) 17,000

3 24,500

2 28,750

1 33,000

（円/m2）

（円/m2）

（円/m2） 

（円/m2） 

健全度
ランク

代表的補修工法 補修費 補修費

5 － － －

4 － － －

・ひびわれ注入工(50%)
・吊足場

12,000

・断面修復工(50%) 29,900

・ひびわれ注入工(75%)
・吊足場

14,100

・断面修復工(75%)＋連続繊維シート補強工(3層)(75%) 94,200

・ひびわれ注入工(100%)
・吊足場

16,200

・断面修復工(100%)＋連続繊維シート補強工(3層)(100%) 125,200

3 41,900

2 108,300

1 141,400

健全度
ランク

代表的補修工法 補修費 補修費

5 － － －

4 － － －

・ひびわれ注入工(50%)
・橋脚回り足場

15,000

・断面修復工(50%) 29,900

・ひびわれ注入工(75%)
・橋脚回り足場

17,100

・断面修復工(75%)＋連続繊維シート補強工(3層)(75%) 94,200

・ひびわれ注入工(100%)
・橋脚回り足場

19,200

・断面修復工(100%)＋連続繊維シート補強工(3層)(100%) 125,200

3 44,900

2 111,300

1 144,400
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< §9. 長 寿 命 化 修 繕 計 画 >    

1.中長期計画                                                                                        

中長期維持管理計画では、橋梁長寿命化修繕計画策定システムを活用して健全度の推移予測に基づく長期的

な修繕費用を算出し、今後 50 年間の橋梁維持管理事業の計画を定める。 

① 劣化予測に基づく管理橋梁全体の維持管理計画を立案する。 

② 修繕の優先順位については、健全度と重要度から順位付けをする。 

③ 予算の平準化手法について検討し、無理のない維持管理計画にする。 

④ 5 年毎に劣化予測式、工事金額等の見直しを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表9-1-1 中長期維持管理計画一覧表（予算平準化前） 
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2.予防保全と事後保全の事業費比較                                                                                        

予防保全により効率的な維持管理を行うことで、50 年間で約 43.3 億円の費用削減が見込まれる。 

事後保全では多くの橋梁が大規模補修による修繕が必要となり、2055年度に約19.5億円が必要となるが、予防保全では

早期に小規模補修を行うことで費用が抑えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表9-2-1 予防保全と事後保全の事業費比較 

事後保全【約72.7億円】

予防保全【約29.4億円】

50年間で約43.3億円

の費用削減
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3.予算平準化                                                                                       

前頁の事業費では単年度予算が膨大に必要となる年度があるため、予算の平準化を行う。 

単年度予算の目安は以下のシナリオで比較を行う。なお、跨高速道路高架橋や長大橋の補修により、2047 年

度まではいずれのシナリオも予算の目安を超過する。 

【シナリオ１】単年度予算： 6.0千万円  

【シナリオ２】単年度予算： 6.5千万円  

【シナリオ３】単年度予算： 6.5～6.0千万円 (1～30年間は予算6.5千万円、31年目以降は予算6.0千万円) 

部材別健全度評価の平均値を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上図は評価の平均を示すが、50年後の最低評価は3.0を下回らない。 

 

【シナリオ１】単年度予算：6.0千万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シナリオ２】単年度予算：6.5千万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シナリオ３】単年度予算：6.5～6.0千万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推奨案  

計画後半は、6000万円程度に収まる。

計画前半は6000万円を大幅に超過する。 
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表9-3-1 対策年度一覧表（1） 
整備計画済橋梁

平成30年度　魚津市橋梁長寿命化修繕計画見直し業務委託　一覧表 策定日：2019年5月

塗膜調査 設計 工事 工事 塗膜調査費 設計費 工事費 工事費 総事業費

35 1-35 月形橋 1966 53 2018 有山２号線 234.00 6.00 1404.00 B 2019 － － － 2,200 － － － 2,200 89.00 - Ⅳ 別途計画（塗膜調査のみ行う）

塗膜調査 設計 工事 工事 塗膜調査費 設計費 工事費 工事費 総事業費

31 1-31 宮橋 1958 61 2016 2021 金山谷２号線 18.20 3.00 54.60 B － － 2019 － － － － － － 21.00 82 Ⅰ Ⅲ→Ⅰ(H30補修)/0.00→80.00

6 1-6 東城橋 1970 49 2015 2020 東城線 90.00 5.50 495.00 B-S － － 2019 － － － 19,676 － － 23.00 72 Ⅰ Ⅱ→Ⅰ(H29,30補修)/35.92→80.00

14 1-14 住吉橋 1977 42 2016 2021 大光寺住吉線 35.60 6.00 213.60 B 2019 － 2019 2020 1,046 3,500 34,469 26,644 65,659 89.00 9 Ⅱ

39 1-39 湯上東橋 1983 36 2016 2021 湯上７号線 56.00 6.00 336.00 A － － 2022 2023 － － 28,602 36,465 65,067 69.75 12 Ⅱ

29 1-29 升田橋 1982 37 2011 2019 吉野舛田線 72.80 7.50 546.00 A － － 2022 2023 － － 30,599 30,599 61,198 41.00 27 Ⅱ 未入力→60.00

13 1-13 上口橋 1966 53 2016 2021 新角川上口線 28.90 6.55 189.30 B － 2020 2024 － 4,699 19,794 24,493 51.06 6 Ⅲ

塗膜調査 設計 工事 工事 塗膜調査費 設計費 工事費 工事費 総事業費

55 2-7 1965 54 2017 2022 立石天神野新線 5.20 6.45 33.54 A 2019 2020 2021 549 5,201 50,980 56,730 84.79 1 Ⅲ 分割橋梁

36 1-36 春日橋 1971 48 2017 2023 春日線 18.10 2.70 48.87 B 2019 2019 2022 2024 352 3,430 2,752 16,495 23,029 53.04 16 Ⅱ

9 1-9 湯橋 1975 44 2015 2020 金山谷有山線 24.90 4.50 112.05 B 2019 2024 2025 2026 3,300 2,393 71,071 15,448 92,212 23.00 73 Ⅰ Ⅱ→Ⅰ(H29補修)/45.87→80.00

塗膜調査 設計 工事 工事 塗膜調査費 設計費 工事費 工事費 総事業費

12 1-12 布施谷橋 1970 49 2018 2023 黒沢内生谷線 48.00 4.50 216.00 B-S － 2024 2026 － 1,501 41,742 43,243 84.00 2 Ⅲ

47 1-47 新川升田橋 不明 - 2018 2023 横枕有山線 30.00 9.50 285.00 A-S － 2026 2027 － 5,091 20,598 25,689 80.46 3 Ⅲ

40 1-40 布施川橋 1979 40 2018 2023 布施川小川寺線 41.45 9.50 393.78 A-S 2019 2020 2027 2028 999 3,499 8,855 58,277 71,630 71.26 4 Ⅲ

26 1-26 彦三ェ門橋 1991 28 2017 2022 東又線 16.36 4.00 65.44 B 2019 2020 2027 2027 999 3,999 13,955 2,203 21,156 62.86 5 Ⅲ

架設年
(西暦4桁)

経過
年数

備考

対策年（平準化後） 事業費（点検費を除く）
優先順位指標
(損8:重2)

優先
順位

健全性

備考

№
橋梁

コード
施設名

架設年
(西暦4桁)

経過
年数

点検年
(西暦4桁)

次回点検年

(西暦4桁)
路線名 橋長

車道
幅員

橋面積 ｸﾞﾙｰﾌﾟ

対策年（平準化後） 事業費（点検費を除く）
優先順位指標
(損8:重2)

優先
順位

健全性

備考

№
橋梁

コード
施設名

架設年
(西暦4桁)

経過
年数

点検年
(西暦4桁)

次回点検年

(西暦4桁)
路線名 橋長

車道
幅員

橋面積 ｸﾞﾙｰﾌﾟ

対策年（平準化後） 事業費（点検費を除く）
優先順位指標
(損8:重2)

優先
順位

健全性
車道
幅員

橋面積 ｸﾞﾙｰﾌﾟ

対策年（平準化後）

№
橋梁

コード
施設名

架設年
(西暦4桁)

経過
年数

点検年
(西暦4桁)

次回点検年

(西暦4桁)
路線名 橋長

車道
幅員

橋面積 ｸﾞﾙｰﾌﾟ

点検年
(西暦4桁)

次回点検年

(西暦4桁)
路線名 橋長№

橋梁
コード

施設名

優先順位指標
(損8:重2)

優先
順位

健全性 備考

事業費（点検費を除く）

- 30 -



魚津市橋梁長寿命化修繕計画見直し業務委託                                                                                                              報告書概要版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表9-3-2 対策年度一覧表（2） 

塗膜調査 設計 工事 工事 塗膜調査費 設計費 工事費 工事費 総事業費

10 1-10 長九郎橋 1965 54 2016 2021 出金山谷線 21.40 2.90 62.06 B 2019 2020/2029 2029 2030 1,200 4,225 24,908 12,601 42,934 86.00 10 Ⅱ

15 1-15 田地方橋 1979 40 2016 2021 住吉１１号線 35.00 2.50 87.50 B 2019 2020/2029 2029 2030 1,200 4,727 12,961 16,015 34,903 83.00 11 Ⅱ

46 1-46 観音橋 1975 44 2018 2023 横枕有山線 24.78 9.50 235.41 A － 2029 2030 2031 － 7,540 13,637 24,636 45,813 67.38 13 Ⅱ

38 1-38 湯上西橋 1983 36 2016 2021 湯上６号線 52.50 6.00 315.00 A － 2030 2032 2033 － 6,300 27,436 27,436 61,172 62.50 14 Ⅱ

123 2-74 1985 34 2018 2023 緑ヶ丘線 5.20 10.80 56.16 B － 2030 2031 － 382 3,823 4,205 54.40 15 Ⅱ

3 1-3 出橋 1980 39 2015 2020 出湯上線 30.00 6.50 195.00 B － 2031 2032 2033 － 7,080 30,433 30,433 67,946 48.88 17 Ⅱ

8 1-8 北鬼江跨線橋 1993 26 2018 2023 吉島中川側線 149.50 7.00 1046.50 A － 2031 2034-2036 － 7,655 69,225 76,880 47.66 18 Ⅱ

27 1-27 下ノ谷橋 1993 26 2018 2023 新川ヴィーラ線 28.30 5.50 155.65 A 2019 2020/2031 2034 2035 1,082 4,621 29,402 8,255 43,360 47.30 19 Ⅱ

34 1-34 次郎左橋 1982 37 2017 2022 金山谷６号線 18.10 2.50 45.25 B 2019 2021/2031 2036 2036 701 3,581 12,372 4,576 21,230 47.18 20 Ⅱ

43 1-43 新川宮津橋 1989 30 2018 2023 横枕有山線 100.00 7.25 725.00 A － 2034 2036 2037 － 4,332 14,166 25,516 44,014 46.51 21 Ⅱ

48 1-48 東山橋 1968 51 2014 2019 東山横枕線 150.80 6.00 904.80 A － 2035 2037-2040 － 22,044 95,370 117,414 44.00 23 Ⅱ Ⅲ→Ⅱ(一部補修)/32.84→60.00

131 2-82 不明 - 2018 2023 布施川小川寺線 5.44 9.50 51.68 A － 2037 2041 － 563 5,632 6,195 42.18 24 Ⅱ

18 1-18 布施川中橋 2001 18 2018 2023 蛇田山田線 54.00 7.50 405.00 B － 2041 2042 2043 － 14,277 56,680 56,680 127,637 41.28 25 Ⅱ

16 1-16 丸山橋 1983 36 2011 2019 天神野新７号線 78.00 5.50 429.00 A － 2041 2044 － 4,318 15,642 19,960 41.00 26 Ⅱ (H26補修)/未入力→60.00

1 1-1 宮津橋 1981 38 2015 2020 慶野宮津線 30.00 7.25 217.50 B 2019 2021/2041 2045 2046 999 6,975 29,886 40,663 78,523 40.50 29 Ⅱ

19 1-19 天神西橋 1983 36 2017 2022 天神野新１１号線 51.20 6.00 307.20 A-S － 2041 2045 2046 － 4,462 20,572 20,572 45,606 38.91 30 Ⅱ

42 1-42 石垣橋 1975 44 2018 2023 横枕有山線 16.64 9.50 158.08 A-S － 2041 2047 － 4,618 38,164 42,782 38.91 31 Ⅱ

32 1-32 舟山橋 1978 41 2017 2022 松倉小学校線 23.10 4.00 92.40 B 2019 2022/2044 2048 2048 999 3,410 14,123 1,070 19,602 38.46 32 Ⅱ

44 1-44 新川湯上橋 1987 32 2018 2023 横枕有山線 70.00 9.50 665.00 A － 2044 2048 － 13,237 13,284 26,521 37.71 34 Ⅱ

105 2-57 入川橋 1994 25 2018 2023 住吉４号線 11.60 13.20 153.12 B － 2047 2048 2049 － 2,589 12,748 12,748 28,085 35.59 44 Ⅱ

45 1-45 新室田橋 1985 34 2018 2023 横枕有山線 16.66 9.50 158.27 A-S － 2047 2049 － 245 2,446 2,691 35.46 45 Ⅱ

58 2-9 中央橋 1959 60 2015 2020 魚津中央線 6.70 16.30 109.21 A － 2048 2049 － 2,268 20,770 23,038 34.78 46 Ⅱ

65 2-16 1950 69 2015 2020 小川寺長引野線 8.70 3.70 32.19 B － 2049 2050 － 703 7,003 7,706 31.04 47 Ⅱ

30 1-30 上野中橋 1982 37 2017 2022 上野２号線 55.90 5.00 279.50 A － 2049 2050 － 4,516 37,142 41,658 28.49 48 Ⅱ

90 2-40 2000 19 2017 2022 蛇田山田線 20.30 7.00 142.10 A － 2049 2051 － 3,291 28,426 31,717 28.06 49 Ⅱ

59 2-10 1984 35 2015 2020 出金山谷線 9.60 23.05 221.28 B － 2049 2052 － 2,844 25,173 28,017 27.72 50 Ⅱ

21 1-21 蛇田八号橋 1986 33 2017 2022 蛇田８号線 15.15 4.00 60.60 B － 2050 2052 － 882 8,716 9,598 27.70 51 Ⅱ

20 1-20 蛇田五号橋 1986 33 2016 2021 蛇田５号線 15.40 4.10 63.14 B － 2050 2052 － 224 2,243 2,467 25.35 52 Ⅱ

60 2-11 1977 42 2015 2020 石垣新大海寺野線 11.20 5.50 61.60 B － 2051 2052 － 892 8,850 9,742 23.52 53 Ⅱ

132 2-83 横枕2号橋 不明 - 2018 2023 横枕有山線 14.66 9.50 139.27 A － 2051 2053 － 1,413 13,922 15,335 22.27 54 Ⅱ

25 1-25 新土倉橋 1988 31 2017 2022 南又線 30.20 3.50 105.70 B － 2051 2053 － 749 7,474 8,223 16.15 57 Ⅱ

33 1-33 中島橋 1949 70 2017 2022 鹿熊１号線 23.30 3.00 69.90 B － 2052 2053 － 694 9,556 10,250 7.50 63 Ⅱ (H26補修)

64 2-15 1950 69 2017 2022 小川寺長引野線 9.20 4.50 41.40 B － 2052 2054 － 245 2,426 2,671 6.86 64 Ⅱ

塗膜調査 設計 工事 工事 塗膜調査費 設計費 工事費 工事費 総事業費

41 1-41 横枕高架橋 1982 37 2018 2023 横枕有山線 25.08 9.50 238.26 A － 2053 2054 205 － 7,153 39,012 22,195 68,360 32.56 67 Ⅰ

28 1-28 大門橋 1993 26 2015 2020 本江上野方線 37.96 5.00 189.80 A － 2053 2055 － 3,437 29,514 32,951 30.67 68 Ⅰ

5 1-5 中畑橋 1983 36 2016 2021 宮津大海寺新線 52.60 6.00 315.60 A － 2053 2056 － 1,684 16,305 17,989 29.00 69 Ⅰ (H29補修)/未入力→80.00

130 2-81 不明 - 2018 2023 布施川小川寺線 5.60 9.50 53.20 A － 2053 2056 － 1,389 13,668 15,057 23.91 70 Ⅰ

54 2-6 親子川橋 1971 48 2015 2020 東城線 12.50 5.60 70.00 B － 2053 2057 － 3,344 29,587 32,931 23.63 71 Ⅰ

53 2-5 1970 49 2015 2020 六郎丸印田線 5.30 5.40 28.62 B － 2054 2057 － 133 1,330 1,463 22.09 74 Ⅰ

124 2-75 1975 44 2019 2019 印田大海寺野線 8.00 5.30 42.40 B － 2054 2057 － 176 1,764 1,940 22.00 79 Ⅰ 未入力→80.00

11 1-11 宮城橋 1956 63 2011 2019 下椿鹿熊線 22.70 3.00 68.10 B － 2056 2058 － 917 21,314 22,231 20.00 83 Ⅰ Ⅲ→Ⅰ(H27補修)/未入力→80.00

37 1-37 平沢橋 2010 9 2016 2022 東蔵平沢線 71.80 6.00 430.80 B － 2056 2059 2060 － 5,274 52,844 58,118 18.74 91 Ⅰ

2 1-2 宮津橋側道橋 1994 25 2015 2020 慶野宮津線 30.00 0.00 0.00 B 2019 2022/2053 2058 2060 999 3,137 19,794 377 24,307 18.70 92 Ⅰ

4 1-4 月見橋 1988 31 2017 2022 湯上浅生線 29.10 7.50 218.25 B － 2057 2061 － 3,124 27,297 30,421 17.61 95 Ⅰ

68 2-19 不明 - 2019 2019 黒沢内生谷線 4.60 5.20 23.92 B － 2057 2061 － 99 994 1,093 17.00 96 Ⅰ 未入力→80.00

23 1-23 蛇石橋 1986 33 2017 2022 南又線 27.00 4.00 108.00 B － 2057 2061 － 337 3,372 3,709 16.14 98 Ⅰ

22 1-22 小沢谷橋 1986 33 2017 2022 南又線 30.00 4.00 120.00 B － 2061 2062 － 4,401 36,623 41,024 15.55 99 Ⅰ

56 2-7 1965 54 2017 2022 立石天神野新線 5.20 6.45 33.54 A － － － － － － － － － 15.00 100 Ⅰ 分割橋梁/未判定→Ⅰ

89 2-39 蛇田橋 2000 19 2017 2022 蛇田山田線 20.90 7.50 156.75 A － 2061 2062 － 966 9,588 10,554 14.77 101 Ⅰ

7 1-7 中陣橋 1960 59 2018 2023 小川寺中陣線 38.10 3.60 137.16 B － 2061 2063 － 2,044 19,034 21,078 13.06 102 Ⅰ

17 1-17 蛇田新橋 2002 17 2017 2022 蛇田山田線 16.50 7.50 123.75 B － 2061 2063 － 515 5,145 5,660 12.50 104 Ⅰ

63 2-14 1964 55 2015 2020 平沢線 5.40 6.30 34.02 B － 2061 2063 － 698 6,965 7,663 11.41 105 Ⅰ

50 2-2 ほたるみ橋 2005 14 2015 2020 金山谷北山線 12.00 7.10 85.20 B － 2061 2063 － 163 1,621 1,784 11.00 106 Ⅰ

24 1-24 大又橋 1988 31 2017 2022 南又線 25.30 3.50 88.55 B － 2063 2064 － 270 2,691 2,961 9.75 107 Ⅰ

49 2-1 慶野入川橋 2002 17 2015 2020 慶野宮津線 5.40 7.00 37.80 B － 2063 2064 － 158 1,575 1,733 9.42 108 Ⅰ

106 2-58 1991 28 2018 2023 住吉５号線 11.60 6.60 76.56 B － 2063 2064 － 319 3,188 3,507 9.29 109 Ⅰ

57 2-8 本江鴨川橋 2001 18 2015 2020 魚津駅友道線 9.30 16.30 151.59 B － 2063 2064 － 629 6,307 6,936 9.00 112 Ⅰ

52 2-4 1985 34 2015 2020 上本江墓園線 8.10 5.00 40.50 B － 2063 2064 － 143 1,422 1,565 8.77 114 Ⅰ

120 2-71 1977 42 2018 2023 大光寺住吉線 8.85 6.00 53.10 B － 2063 2064 － 120 1,193 1,313 8.34 115 Ⅰ

51 2-3 1985 34 2015 2020 島尻坪野線 5.00 5.00 25.00 B － 2064 2065 － 125 1,239 1,364 8.10 116 Ⅰ

112 2-64 1998 21 2018 2023 稗畠１号線 8.00 6.00 48.00 C-S － 2064 2065 － 329 3,295 3,624 7.38 119 Ⅰ

61 2-12 1984 35 2015 2020 杉野印田線 8.80 4.00 35.20 B － 2064 2065 － 110 1,101 1,211 7.33 120 Ⅰ

66 2-17 1950 69 2015 2020 小川寺長引野線 9.60 3.60 34.56 B － 2064 2065 － 191 1,922 2,113 7.33 121 Ⅰ

67 2-18 1950 69 2016 2021 小川寺長引野線 6.90 5.45 37.61 B － 2064 2065 － 155 1,567 1,722 5.00 126 Ⅰ

備考

対策年（平準化後） 事業費（点検費を除く）
優先順位指標
(損8:重2)

優先
順位

健全性

備考

№
橋梁

コード
施設名

架設年
(西暦4桁)

経過
年数

点検年
(西暦4桁)

次回点検年
(西暦4桁)

路線名 橋長
車道
幅員

橋面積 ｸﾞﾙｰﾌﾟ

対策年（平準化後） 事業費（点検費を除く）
優先順位指標
(損8:重2)
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順位

健全性№
橋梁

コード
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橋面積 ｸﾞﾙｰﾌﾟ
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表9-3-3 対策年度一覧表（3） 

塗膜調査 設計 工事 工事 塗膜調査費 設計費 工事費 工事費 総事業費

113 2-65 1957 62 2018 2023 坪野北山線 6.60 5.10 33.66 D － － － － － － － － 0 49.23 7 Ⅲ

117 2-69 1970 49 2018 2023 石垣７号線 13.80 5.00 69.00 D － － － － － － － － 0 47.74 8 Ⅲ

115 2-67 1975 44 2018 2023 室田３号線 10.60 5.00 53.00 D － － － － － － － － 0 44.86 22 Ⅱ

103 2-54 1975 44 2018 2023 石垣３号線 11.40 4.00 45.60 D － － － － － － － － 0 40.96 28 Ⅱ

82 2-32 1975 44 2012 2019 経田漁港線 5.60 10.30 57.68 C － － － － － － － － 0 38.00 33 Ⅱ 未入力→60.00

70 2-21 1958 61 2016 2021 並木町西中線 5.60 5.20 29.12 D － － － － － － － － 0 36.00 35 Ⅱ 未入力→60.00

71 2-22 1958 61 2016 2021 本江新町本江線 5.60 5.95 33.32 D － － － － － － － － 0 36.00 36 Ⅱ 分割橋梁/未入力→60.00

72 2-22 1958 61 2016 2021 本江新町本江線 5.60 5.95 33.32 D － － － － － － － － 0 36.00 37 Ⅱ 分割橋梁/未入力→60.00

73 2-22 1958 61 2016 2021 本江新町本江線 5.60 5.95 33.32 D － － － － － － － － 0 36.00 38 Ⅱ 分割橋梁/未入力→60.00

74 2-23 1958 61 2016 2021 本江１号線 5.10 5.45 27.80 D － － － － － － － － 0 36.00 39 Ⅱ 未入力→60.00

75 2-24 1959 60 2016 2021 並木町６号線 5.60 2.60 14.56 D － － － － － － － － 0 36.00 40 Ⅱ 未入力→60.00

78 2-27 ふれあい橋 1999 20 2016 2021 鴨川町１号線 6.75 5.50 37.13 D － － － － － － － － 0 36.00 41 Ⅱ 未入力→60.00

79 2-28 1970 49 2016 2021 鴨川高架下線 5.50 5.34 29.37 D － － － － － － － － 0 36.00 42 Ⅱ 未入力→60.00

83 2-33 1985 34 2016 2021 晴海ヶ丘１号線 6.60 3.60 23.76 D － － － － － － － － 0 36.00 43 Ⅱ 未入力→60.00

98 2-49 1999 20 2017 2022 東城８号線 8.50 4.05 34.43 D － － － － － － － － 0 20.98 55 Ⅱ

111 2-63 2003 16 2018 2023 観音堂室田線 11.40 5.00 57.00 D － － － － － － － － 0 20.28 56 Ⅱ

126 2-77 1993 26 2017 2022 六郎丸４号線 5.00 6.00 30.00 C － － － － － － － － 0 13.96 58 Ⅱ

97 2-48 不明 - 2017 2022 小川寺１号線 11.00 4.00 44.00 D － － － － － － － － 0 10.46 59 Ⅱ

118 2-70 下島尻橋 1965 54 2017 2022 島尻石垣線 9.80 9.00 88.20 D － － － － － － － － 0 8.86 60 Ⅱ 分割橋梁

91 2-42 1965 54 2017 2022 蛇田４号線 13.40 4.00 53.60 D － － － － － － － － 0 8.16 61 Ⅱ

92 2-43 1970 49 2017 2022 蛇田６号線 13.00 4.00 52.00 D － － － － － － － － 0 8.16 62 Ⅱ

93 2-44 1981 38 2017 2022 蛇田７号線 13.10 4.00 52.40 D － － － － － － － － 0 5.93 65 Ⅱ

99 2-50 1958 61 2017 2022 東城１２号線 8.30 4.50 37.35 D － － － － － － － － 0 4.95 66 Ⅱ

77 2-26 鴨川橋 1959 60 2016 2021 文化町中央線 7.20 7.50 54.00 C － － － － － － － － 0 22.00 75 Ⅰ 未入力→80.00

80 2-29 餌指橋 2016 3 2016 2021 本町１号線 8.90 6.10 54.29 C － － － － － － － － 0 22.00 76 Ⅰ 未入力→80.00

85 2-35 1965 54 2016 2021 横枕１号線 5.00 9.50 47.50 C － － － － － － － － 0 22.00 77 Ⅰ 未入力→80.00

108 2-60 1980 39 2019 2024 出４号線 5.00 6.00 30.00 C － － － － － － － － 0 22.00 78 Ⅰ 未入力→80.00

114 2-66 1994 25 2018 2023 鹿熊３号線 5.00 4.60 23.00 D － － － － － － － － 0 21.56 80 Ⅰ

128 2-79 不明 - 2015 2020 吉島２２号線 7.50 4.00 30.00 D － － － － － － － － 0 21.49 81 Ⅰ

69 2-20 1986 33 2012 2019 スギノ本江新町線 5.40 3.80 20.52 D － － － － － － － － 0 20.00 84 Ⅰ Ⅲ→Ⅰ(H28補修)/未入力→80.00

76 2-25 1975 44 2016 2021 並木町７号線 5.65 2.60 14.69 D － － － － － － － － 0 20.00 85 Ⅰ 未入力→80.00

81 2-31 1980 39 2012 2019 経田漁港３号線 7.90 3.70 29.23 D － － － － － － － － 0 20.00 86 Ⅰ Ⅲ→Ⅰ(H28架替)/未入力→80.00

86 2-36 1975 44 2016 2021 吉島１２号線 5.40 5.00 27.00 D － － － － － － － － 0 20.00 87 Ⅰ 未入力→80.00

87 2-37 1993 26 2016 2021 六郎丸２０号線 5.70 3.50 19.95 D － － － － － － － － 0 20.00 88 Ⅰ 未入力→80.00

129 2-80 1985 34 2016 2021 吉島２２号線 3.40 6.40 21.76 D － － － － － － － － 0 20.00 89 Ⅰ 未入力→80.00

133 2-84 1985 34 2019 2024 黒谷東蔵線 5.90 9.60 56.64 D － － － － － － － － 0 20.00 90 Ⅰ 未入力→80.00

88 2-38 1984 35 2016 2021 蛇田２号線 14.10 4.00 56.40 D － － － － － － － － 0 18.66 93 Ⅰ

125 2-76 1975 44 2018 2023 慶野弥源寺線 9.30 6.30 58.59 C － － － － － － － － 0 18.34 94 Ⅰ

116 2-68 1965 54 2018 2023 金山谷稗畠２号線 7.80 5.00 39.00 D － － － － － － － － 0 16.18 97 Ⅰ

102 2-53 1985 34 2018 2023 石垣新１１号線 5.40 5.00 27.00 D － － － － － － － － 0 12.93 103 Ⅰ

96 2-47 1986 33 2017 2022 小川寺日尾線 11.50 6.40 73.60 D － － － － － － － － 0 9.10 110 Ⅰ

62 2-13 1975 44 2015 2020 相木本江線 10.50 12.90 135.45 C － － － － － － － － 0 9.03 111 Ⅰ

109 2-61 1985 34 2018 2023 佐伯川原線 9.40 4.50 42.30 D － － － － － － － － 0 8.98 113 Ⅰ

110 2-62 1982 37 2018 2023 佐伯３号線 9.40 4.50 42.30 D － － － － － － － － 0 8.07 117 Ⅰ

95 2-46 1993 26 2017 2022 東尾崎長引野線 13.60 7.50 102.00 C － － － － － － － － 0 7.82 118 Ⅰ

107 2-59 1986 33 2018 2023 下中島公民館線 10.40 6.00 62.40 C － － － － － － － － 0 6.00 122 Ⅰ

122 2-73 1999 20 2018 2023 新川ヴィーラ線 7.90 6.60 52.14 C － － － － － － － － 0 6.00 123 Ⅰ

127 2-78 相生橋 1965 54 2017 2022 鴨川町2号線 7.40 5.50 40.70 D － － － － － － － － 0 5.38 124 Ⅰ

119 2-70 下島尻橋 1985 34 2017 2022 島尻石垣線 9.80 9.00 88.20 D － － － － － － － － 0 5.17 125 Ⅰ 分割橋梁/未判定→Ⅰ

100 2-51 1980 39 2018 2023 上本江大海寺野線 11.00 5.00 55.00 D － － － － － － － － 0 4.00 127 Ⅰ

104 2-56 2000 19 2018 2023 上本江大座川側線 10.45 4.00 41.80 D － － － － － － － － 0 4.00 128 Ⅰ

121 2-72 1975 44 2018 2023 大光寺角川線 9.50 4.20 39.90 D － － － － － － － － 0 4.00 129 Ⅰ

94 2-45 1985 34 2017 2022 小川寺４号線 14.20 2.00 28.40 D － － － － － － － － 0 2.21 130 Ⅰ

84 2-34 不明 - 2018 2023 六郎丸９号線 5.00 4.00 20.00 D － － － － － － － － 0 2.00 131 Ⅰ

101 2-52 2002 17 2018 2023 石垣新１０号線 7.50 5.00 37.50 D － － － － － － － － 0 2.00 132 Ⅰ

健全性 備考№
橋梁

コード
施設名

架設年

(西暦4桁)

経過

年数

点検年

(西暦4桁)

次回点検年

(西暦4桁)
路線名 橋長

車道

幅員
橋面積 ｸﾞﾙｰﾌﾟ

対策年（平準化後） 事業費（点検費を除く）
優先順位指標
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優先
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